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町
民
の
皆
さ
ん
が
町
に
納
め
る
税
金
や
国
・
県
か
ら
の
補
助
金
は
、

私
た
ち
の
生
活
を
よ
り
良
く
す
る
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
使
わ

れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
お
金
が
ど
の
く
ら
い
使
わ
れ
て
い
る
か
を
知
っ
て
い
た

だ
く
た
め
に
、
広
報
紙
で
決
算
と
予
算
の
状
況
を
お
知
ら
せ
し
て
い

ま
す
。

　
今
月
号
で
は
、
平
成
24
年
度
決
算
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
平
成
24
年
度
の
一
般
会
計
歳
入
の
決
算

額
は
71
億
５
，
２
４
６
万
円
で
、
昨
年
と

比
較
し
て
12
億
７
，
１
６
７
万
円
（
約

21
・
６
㌫
）
の
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
に
対
し
て
、
一
般
会
計
歳
出
の
決
算

額
は
66
億
４
８
１
万
円
で
、
前
年
度
対
比

で
９
億
９
，
９
８
７
万
円
（
約
17
・
８

㌫
）
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

　
当
該
年
度
の
歳
入
額
と
歳
出
額
の
差
額

か
ら
翌
年
度
へ
の
繰
越
額
（
事
業
の
繰
り

越
し
で
翌
年
度
に
使
う
経
費
）
を
差
し
引

い
た
単
年
度
の
実
質
収
支
額
は
、
平
成
24

年
度
で
は
３
億
７
，
６
１
３
万
円
の
黒
字

と
な
り
ま
し
た
。

　
決
算
額
の
主
な
増
加
要
因
は
、
歳
入
で

は
国
庫
補
助
金
お
よ
び
町
債
、
財
政
調
整

基
金
な
ど
か
ら
の
繰
入
金
の
増
加
、
歳
出

で
は
甲
佐
中
学
校
校
舎
改
築
事
業
の
実
施
、

農
業
研
修
セ
ン
タ
ー
「
ろ
く
じ
館
」
の
改

修
や
各
小
学
校
の
空
調
設
備
整
備
事
業
の

実
施
、
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
へ
の
繰

出
金
の
増
加
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　
決
算
額
を
町
民
１
人
あ
た
り
で
計
算
す

る
と
、
収
入
は
62
万
２
，
１
７
０
円
で
す
。

こ
の
内
訳
を
性
質
別
に
見
ま
す
と
、
町
税

や
各
種
使
用
料
な
ど
町
が
直
接
受
け
取
る

自
主
財
源
が
16
万
１
，
４
７
４
円
、
地
方

交
付
税
や
国
・
県
か
ら
の
補
助
金
、
町
の

借
金
で
あ
る
町
債
な
ど
の
依
存
財
源
が

46
万
６
９
６
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
町
民
１
人
あ
た
り
の
支
出
は
、

57
万
４
，
５
３
０
円
で
す
。

　
歳
出
の
性
質
的
内
訳
に
つ
い
て
は
、
義

務
的
経
費
（
人
件
費
・
扶
助
費
・
公
債

費
）
が
27
億
１
，
４
３
２
万
円
（
41
・
１

㌫
）、
投
資
的
経
費
（
普
通
建
設
事
業

費
）
が
20
億
６
，
８
８
３
万
円
（
31
・
３

㌫
）、
そ
の
他
の
経
費
（
補
助
費
・
物
件

費
・
そ
の
他
）
が
18
億
２
，
１
６
６
万
円

（
27
・
６
㌫
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

決
算
状
況

平成24年度

■平成24年度一般会計・特別会計歳入歳出額

一
般
会
計

歳入項目 歳　入　額 町民１人当たり

自
主
財
源

町 税 ８億4,294万円 73,324円

分担金・負担金 １億3,362万円 11,623円

繰 入 金 ４億8,152万円 41,886円

そ の 他 ３億9,823万円 34,641円

依
存
財
源

地 方 交 付 税 23億2,337万円 202,102円

国 庫 支 出 金 12億8,578万円 111,846円

町 債 10億7,683万円 93,670円

県 支 出 金 ４億1,164万円 35,807円

そ の 他 １億9,853万円 17,271円

合　　計 71億5,246万円 622,170円

歳出項目 歳　出　額 町民１人当たり

民 生 費 16億4,033万円 142,687円

教 育 費 13億7,157万円 119,308円

公 債 費 ８億2,303万円 71,593円

土 木 費 ７億0,812万円 61,597円

衛 生 費 ６億9,707万円 60,636円

総 務 費 ６億8,840万円 59,881円

消 防 費 ２億8,222万円 24,549円

農林水産業費 ２億7,262万円 23,714円

議 会 費 8,449万円 7,350円

商 工 費 2,863万円 2,490円

災 害 復 旧 費 833万円 725円

合　　計 66億0,481万円 574,530円

特
別
会
計

会　計　名 歳　入　額 歳　出　額

国 民 健 康 保 険 19億8,682万円 18億8,385万円

介 護 保 険 13億1,812万円 12億3,690万円

後期高齢者医療 １億3,316万円 １億3,135万円

会　計　名 収益的収入 収益的支出

水 道 事 業

１億4,232万円 １億2,711万円

資本的収入 資本的支出

2,150万円 4,438万円
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■平成24年度決算に係る財政健全化判断比率

■平成24年度決算報告

 【歳入項目の説明】
●町税　町民税や、会社の法人税など

●分担金および負担金　町が行う特定の事業に

よって利益を受ける人から徴収されるもの

●繰入金　基金を取り崩して受け入れたもの

●その他 ( 自主財源 )　施設使用料や証明書発行

手数料、預金利子や前年からの繰越金など

●地方交付税　一定の住民サービスが出来るよう

に、各市町村の実情に応じて国から交付される

もの

●国庫支出金　事業を行うための国からの負担金

や補助金

●町債　道路など社会資本整備のための借金

●県支出金　事業を行うための県からの負担金や

補助金

●その他 ( 依存財源 )　国から配分される地方譲

与税や利子割交付金、ゴルフ場利用税などの各

種交付金

 【歳出項目の説明】
●民生費　老人福祉や児童福祉、障がい者福祉な

ど、町が行う福祉事業全般にかかる経費

●教育費　義務教育にかかる経費や、公民館活

動・保健体育活動など社会教育にかかる経費

●公債費　町債を毎年返済するための経費

●土木費　町道、河川維持や整備にかかる経費

●衛生費　町民の健康のための経費や、ごみ、し

尿などの処理にかかる経費

●総務費　町の運営や財産の管理に使った経費

●消防費　消防組合・消防団の運営にかかる経費

や、防災にかかる経費

●農林水産業費　各種農林業振興のための経費や、

農道などの維持や整備にかかる経費

●議会費　町議会の開催や運営にかかる経費

●商工費　商工業振興や観光対策にかかる経費

●災害復旧費　災害の復旧のための経費など

一般会計歳出総額

66億481万円

一般会計歳入総額

71億5,246万円

　上の一覧表は、「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」によ

る指標で、財政健全化判断比率の４指標を用いて町財政の実態を明ら

かにします。

　本町では、「実質赤字比率」、「連結実質赤字比率」については、一

般会計および特別会計で赤字額がないため、比率はありません。

　平成24年度の本町の財政状況は、上の一覧表から分かるように、国

が示した「早期健全化基準」および「財政再生基準」を下回っており、

健全な状態であると言えます。

区分
本町の健全
化判断比率

早期健全化
基　　　準

財 政 再 生
基　　　準

備考

実 質 赤 字 比 率 ― 15.0 20.0 一般会計などを対象とした実質赤字の標準財政規模に対する比率

連結実質赤字比率 ― 20.0 35.0 全会計を対象とした実質赤字の標準財政規模に対する比率

実質公債費比率 9.0 25.0 35.0 一般会計などが負担する元利償還金などの標準財政規模に対する比率

将 来 負 担 比 率 34.8 350.0 ― 一般会計が将来負担すべき実質的な負債の標準財政規模に対する比率
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●
環
境
保
全
に
取
り
組
む
き
っ

　
か
け
を
作
る
フ
ェ
ア
を
開
催

　

９
月
21
日
（
土
）
町
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
で
、
こ
う
さ
環
境
フ
ェ

ア
２
０
１
３
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

環
境
問
題
に
関
心
を
持
つ
こ
と

で
生
活
ス
タ
イ
ル
を
見
直
し
、
環

境
保
全
の
取
り
組
み
を
実
践
す
る

き
っ
か
け
を
作
る
こ
と
を
目
的
に
、

町
と
町
教
育
委
員
会
が
主
催
し
、

約
１
３
０
人
が
参
加
。
環
境
に
関

す
る
講
演
や
展
示
、
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

地
域
情
報
誌
『
ハ
ン
ド
ｔ
ｏ
ラ

ン
ド
』
編
集
長
の
中
村
幸
子
さ
ん

が
、「
名
水
と
環
境
あ
れ
こ
れ
」

と
題
し
て
講
演
。
県
内
各
地
の
名

水
を
紹
介
し
、
自
然
環
境
を
守
る

大
切
さ
を
話
し
ま
し
た
。

　

町
内
の
各
小
学
校
は
、
リ
サ
イ

ク
ル
や
川
の
環
境
な
ど
の
学
習
成

果
を
壁
新
聞
な
ど
で
発
表
。
浄
化

槽
、
町
の
水
道
水
源
を
紹
介
す
る

ブ
ー
ス
な
ど
も
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

●
環
境
教
育
啓
発
作
品
を
表
彰

　

町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
・
ホ
ー

ル
で
は
、
平
成
25
年
度
環
境
教
育

啓
発
作
品
の
表
彰
式
が
開
催
さ
れ
、

入
賞
者
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
緑
川
へ
の

思
い
や
願
い
を
作
品
に
す
る
こ
と

で
、
環
境
を
大
切
に
す
る
心
を
育

て
る
こ
と
を
目
的
に
、
町
教
育
委

員
会
が
主
催
。
３
部
門
で
募
集
し
、

「
み
ど
り
川
の
絵
コ
ン
ク
ー
ル
」

の
部
に
２
１
０
点
、「
緑
川
環
境

美
化
標
語
」
の
部
に
２
６
０
点
、

「
環
境
に
や
さ
し
い
知
恵
袋
大

賞
」
の
部
に
１
３
７
点
の
応
募
が

あ
り
ま
し
た
。

▼
特
選
受
賞
者
（
敬
称
略
）

○
「
み
ど
り
川
の
絵
コ
ン
ク
ー　

　

ル
」
の
部

　

下
竹
愛
羅
（
龍
野
小
１
年
・
下

横
田
区
）、
吉
村
季
琉
（
龍
野
小

２
年
・
下
横
田
区
）、
高
崎
愛

（
白
旗
小
３
年
・
八
丁
区
）

○
「
緑
川
環
境
美
化
標
語
」
の
部

　

坂
口
真
歩
（
甲
佐
小
４
年
・
緑

町
区
）、
山
内
凜
空
（
白
旗
小
５

年
・
北
早
川
区
）、
假
屋
さ
く
ら

（
甲
佐
小
６
年
・
有
安
区
）

○
「
環
境
に
や
さ
し
い
知
恵
袋
大

　

賞
」
の
部

　

緒
方
成
美
（
甲
佐
中
２
年
・
東

寒
野
区
）

快適なくらしと健全な水環境を守ろう
９月21日（土）こうさ環境フェア２０１３を初開催

ト ピ ッ ク ス
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■
国
民
健
康
保
険
は
み
ん
な
で

　
支
え
合
う
助
け
合
い
の
制
度

　

国
民
健
康
保
険
は
、
病
気
や
け
が

に
備
え
て
加
入
者
の
皆
さ
ん
が
お
金

を
出
し
合
い
、
病
院
に
か
か
る
と
き

の
医
療
費
の
補
助
な
ど
に
充
て
る
助

け
合
い
の
制
度
で
す
。

　

皆
さ
ん
の
国
民
健
康
保
険
税
が
、

こ
の
制
度
を
支
え
て
い
ま
す
。
国
保

税
は
、
必
ず
納
期
限
内
に
納
め
ま

し
ょ
う
。

■
平
日
に
納
付
で
き
な
い
人
は
、

　
休
日
・
夜
間
窓
口
の
利
用
を

　

平
日
の
昼
間
は
忙
し
く
、
税
金
を

納
め
に
行
く
時
間
が
な
い
人
は
、

土
・
日
曜
日
・
祝
日
の
午
前
８
時
30

分
か
ら
午
後
５
時
ま
で
開
設
し
て
い

る
休
日
窓
口
や
、
月
に
１
度
の
夜
間

窓
口
を
利
用
す
る
と
便
利
で
す
。

　

夜
間
窓
口
の
詳
し
い
日
時
に
つ
い

て
は
、
町
税
務
課
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

■
国
民
健
康
保
険
税
の
納
付
は
口

　
座
振
替
が
便
利
で
す

　

国
保
税
の
納
付
は
、
便
利
で
安
心
、

確
実
な
口
座
振
替
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

口
座
振
替
に
す
れ
ば
、
毎
回
納
め

る
手
間
が
省
け
、
納
め
忘
れ
の
心
配

も
な
く
な
り
ま
す
。

　

申
し
込
み
手
続
き
は
、
上
益
城
農

業
協
同
組
合
、
肥
後
銀
行
、
郵
便
局

で
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

■
産
業
文
化
祭
で
血
管
年
齢
・ 

　
血
圧
測
定
会
な
ど
を
開
催

　

町
住
民
生
活
課
と
町
総
合
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
で
は
、
今
年
度
も

産
業
文
化
祭
で
、
血
管
年
齢
・
血

圧
測
定
会
お
よ
び
健
康
相
談
会
を

行
い
ま
す
。

　

血
管
年
齢
測
定
は
、
動
脈
硬
化

が
ど
の
く
ら
い
進
ん
で
い
る
か
を

測
定
す
る
機
械
を
使
い
、
血
管
年

齢
を
測
定
し
ま
す
。
町
保
健
師
に

よ
る
血
圧
測
定
や
健
康
相
談
も
行

い
ま
す
。

　

ま
た
、
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
「
Ｉ
・
Ｙ
Ｏ
Ｕ
（
ア
ユ
）

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
」
と
町
ス
ポ
ー

ツ
推
進
委
員
に
よ
る
体
力
測
定
の

催
し
物
も
行
い
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
自
分
の
健
康
に

つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

●
日
時

　

11
月
10
日
（
日
）
午
前
９
時
～

　

（
予
定
）

●
会
場

　

甲
佐
町
産
業
文
化
祭
会
場
（
町

　

役
場
北
側
駐
車
場
）

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

○
国
民
健
康
保
険
制
度
に
つ
い
て

　
町
住
民
生
活
課

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
３

　

（
内
線
１
０
６
）

　

　

klg1
06@

town.
kos

a.lg.
jp

○
国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い
て

　
町
税
務
課

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
２

　

（
内
線
１
１
５
）

　

klg1
05@

town.
kos

a.lg.
jp

○
血
管
年
齢
・
血
圧
測
定
会
お
よ
び

　

健
康
相
談
会
に
つ
い
て

・
町
住
民
生
活
課

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
３

　

（
内
線
１
０
６
）

　

klg1
06@

town.
kos

a.lg.
jp

・
町
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
５
‐
８
７
１
１　

　

klg1
13@

town.
kos

a.lg.
jp

国 民 健 康 保 険 税 の 納 付 と

血管年齢・血圧測定会、健康相談会のご案内

健康づくり啓発の「肥後にわか」
動画をホームページで公開中！

　町では、国民健康保険の財政健全化への取り組みの

１つとして、町職員による「肥後にわか劇」での啓発

劇を制作しました。

　本劇は、町民の皆さんに分か

りやすい形で医療費の削減

や生活習慣の改善などに

取り組んでいただく

きっかけとするために、

町職員が企画・脚本・

撮影・編集を全て手掛

けて制作したものです。

　町内の行政区で国保財

政の健全化に関して説明す

る座談会などで上映し、ご自

身の医療費削減や健康増進について考えていただく

ようご紹介しました。町公式サイト（http://www.

town.kosa.kumamoto.jp/) で動画も公開しています。

　また、本劇のＤＶＤは、町教育委員会社会教育課で

貸し出しているほか、各行政区にも配布していますの

で、地域でご活用ください。

　町ではこれからも、国保財政の健全化に抜本的に取

り組んでいきます。皆さんのご理解とご協力をお願い

します。

※写真は、シナリオ①「孫のお小遣い」で、ジェネ　

　リック医薬品について説明する病院長役の師富省

　三副町長
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■�

中
学
生
か
ら
の
一
般
質
問

（
一
部
抜
粋
）

1�

川
崎
光
央
さ
ん
（
３
年
・
八
丁

区

 

「
高
齢
者
が
休
憩
で
き
る
ベ
ン
チ

を
設
置
で
き
ま
せ
ん
か
」

2
本
田
奈
菜
子
さ
ん
（
２
年
・
古

閑
区
）

 

「
歩
道
を
甲
佐
高
校
の
裏
ま
で
延

長
で
き
ま
せ
ん
か
」

3�

田
上
大
晟
く
ん
（
１
年
・
南
三

箇
区
）

 

「
『
花
と
緑
と
鮎
の
ま
ち
』
と
し

て
、
菜
の
花
や
彼
岸
花
ロ
ー
ド

を
作
っ
て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ

う
か
」

4�

佐
藤
玲
菜
さ
ん
（
２
年
・
緑
町

区
）

 

「
甲
佐
中
の
旧
プ
ー
ル
跡
地
は
ど

の
よ
う
に
活
用
す
る
の
で
す
か
」

5�

緒
方
亮
斗
く
ん
（
３
年
・
仁
田

子
区
）

 

「
町
全
体
で
、
気
持
ち
の
い
い
あ

い
さ
つ
を
す
る
取
り
組
み
を
し

て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
」

6�

芳
野
阿
也
さ
ん
（
２
年
・
岩
下

一
区
）

 

「
町
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
や

甲
佐
中
体
育
館
に
網
戸
を
付
け

て
く
だ
さ
い
」

7�

山
下
永
暉
く
ん
（
２
年
・
船
津

区
）

 

「
乙
女
橋
、
安
津
橋
、
緑
川
団
地

前
の
歩
行
者
信
号
の
時
間
を
長

く
で
き
ま
せ
ん
か
」

8�

森
口
晴
加
さ
ん
（
２
年
・
津
志

田
区
）

 
「
熊
本
バ
ス
車
庫
前
と
竜
野
郵
便

局
へ
向
か
う
十
字
路
交
差
点
に

信
号
機
を
設
置
し
て
く
だ
さ
い
」

9�

甲
斐
夕
貴
さ
ん
（
３
年
・
下
豊

内
区
）

 

「
ア
ユ
の
生
息
環
境
で
あ
る
緑
川

に
、
N
P
O
こ
う
さ
Ｅ
Ｍ
の
会

で
作
っ
て
い
る
Ｅ
Ｍ
菌
を
撒
い

た
ら
ど
う
で
し
ょ
う
か
」

⓾�

上
田
真
路
く
ん
（
３
年
・
上
田

口
区
）

 

「
甲
佐
中
体
育
館
に
防
災
用
井
戸

を
設
置
し
ま
す
か
」

��

内
村
春
菜
さ
ん
（
３
年
・
吉
田

区
）

 

「
津
志
田
河
川
自
然
公
園
に
、
町

の
農
産
物
や
施
設
を
ア
ピ
ー
ル

す
る
大
き
な
マ
ッ
プ
を
設
置
で

き
ま
せ
ん
か
」

��

高 髙田
茉
里
奈
さ
ん
（
３
年
・
緑

町
区
）

 

「
町
の
ブ
ラ
ン
ド
商
品
を
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
購
入
で
き
る

シ
ス
テ
ム
を
作
れ
ま
せ
ん
か
」

��
戸

高 髙茉
央
亜
く
ん
（
２
年
・
有

安
区
）

 

「
町
内
に
、
宿
泊
施
設
を
作
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
か
」

��

藤
田
永
遠
く
ん
（
１
年
・
中
山

区
）

 

「
本
町
は
、
今
後
ど
の
国
と
国
際

交
流
す
る
の
で
す
か
」

��

古
閑
由
里
乃
さ
ん
（
１
年
・
大

町
区
）

 

「
耕
作
放
棄
地
は
ど
の
よ
う
に
活

用
す
る
の
で
す
か
」

��

澤
田
海
人
く
ん
（
２
年
・
有
安

区
）

 

「
安
津
橋
、
竜
野
保
育
園
・
竜
野

郵
便
局
周
辺
な
ど
に
外
灯
を
設

置
で
き
ま
せ
ん
か
」

　
10
月
18
日
（
金
）
町
議
会
の
議
場
で
、

甲
佐
中
学
校
（
作
田
潤
一
校
長
２
６
７

人
）
の
生
徒
18
人
が
参
加
し
て
、
第
５

回
子
ど
も
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
中
学
生
に
、
本
町
の
課
題
な
ど
に
つ

い
て
考
え
る
機
会
を
持
っ
て
も
ら
う
こ

と
を
目
的
に
、
町
が
実
施
。
参
加
生
徒

の
中
か
ら
選
出
さ
れ
た
森
田
楓
伽
く
ん

（
２
年
・
船
津
区
）
と
山
下
桃
花
さ
ん

（
２
年
・
中
早
川
区
）
が
交
代
で
議
事

を
進
行
し
、
子
ど
も
の
視
点
で
考
え
る

町
の
課
題
に
つ
い
て
、
意
見
や
提
案
な

ど
が
町
執
行
部
に
出
さ
れ
質
疑
応
答
が

行
わ
れ
ま
し
た

甲
佐
中
生
徒
に
よ
る
子
ど
も
議
会
を
開
催
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講演会「熊本の伝統文化を活かす」

県

内

の

文

化

や

歴

史

の

発

展

に

つ

い

て

講

演

　

10
月
16
日
（
水
）
町
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
で
、
平
成
25
年
度
甲
佐

町
文
化
協
会
特
別
イ
ベ
ン
ト
が
開

催
さ
れ
、「
熊
本
の
伝
統
文
化
を

活
か
す
」
と
題
し
て
講
演
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

同
講
演
会
は
、
甲
佐
町
文
化
協

会
と
町
教
育
委
員
会
が
主
催
し
、

講
師
に
熊
本
県
文
化
協
会
会
長
の

吉
丸
良
治
さ
ん
を
迎
え
て
開
催
。

龍
神
太
鼓
の
力
強
い
演
奏
の
後
、

参
加
者
約
１
０
０
人
は
、
加
藤
清

正
、
細
川
忠
利
・
重
賢
な
ど
の
治

世
の
下
で
栄
え
た
文
化
や
ゆ
か
り

の
あ
る
建
造
物
、
美
術
品
、
昭
和

期
の
県
内
企
業
の
成
り
立
ち
、
テ

レ
ビ
ド
ラ
マ
と
歴
史
の
意
外
な
関

係
な
ど
、
江
戸
か
ら
昭
和
に
か
け

て
の
県
内
の
文
化
や
歴
史
の
発
展

に
つ
い
て
の
説
明
に
熱
心
に
耳
を

傾
け
ま
し
た
。

平成25年度甲佐町文化協会特別イベント

▲本町の文化の１つである龍神太鼓
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10
月
10
日
（
木
）
乙
女
小
学
校

（
岡
本
秀
夫
校
長
１
２
５
人
）
で
、

平
成
25
年
度
い
き
い
き
芸
術
体
験
教

室
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
事
業
は
、
小
・
中
学
校
な
ど
で

音
楽
鑑
賞
会
を
実
施
し
、
生
の
音
楽

に
接
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
豊
か
な

創
造
性
や
情
操
を
は
ぐ
く
み
、
児

童
・
生
徒
の
健
全
な
育
成
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
、
県
教
育
委
員
会
な
ど

が
主
催
。
乙
女
小
の
全
校
児
童
と
保

護
者
、
地
域
住
民
な
ど
約
１
４
０
人

が
、
九
州
打
楽
器
合
奏
団
の
公
演
を

鑑
賞
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
マ
リ
ン
バ
の
ア
ン
サ

ン
ブ
ル
、
ボ
デ
ィ
ー
・
パ
ー
カ
ッ
シ

ョ
ン
な
ど
を
鑑
賞
し
た
ほ
か
、
マ
ラ

カ
ス
、
コ
ン
ガ
な
ど
の
演
奏
も
体
験

し
ま
し
た
。

　10月６日（日）甲佐小学校体育館で、第４

回上・下益城郡合同公売会が開催されました。

　町税などの収納率向上を目的に、上・下益

城郡の６町が主催し、町税などの滞納者から

差し押さえた家電製品、家具、調度品、雑貨、

貴金属など186点を出品。来場した入札希望

者約250人は、熱心に物件を品定めし、希望

価格を入札。173点が落札されました。

　町では、税の公平性を保つために、今後も

町税などの滞納者に対し、家宅捜索や預貯金

の調査など強力に差し押さえを実施します。

竹製滑り台で昔の遊びを体験
放課後子ども教室「乙女小まつやま塾」

音楽で豊かな創造性を　
いきいき芸術体験教室を乙女小で開催

滞納は絶対に許さない　
第４回上・下益城郡合同公売会

▼自分たちで作った竹製の滑り台を滑る「乙女小まつやま塾」の子どもたち

▲甲佐小体育館で開催された第４回上・下益城郡合同公売会

▼

打
楽
器
の
演
奏
を
体
験
す
る
乙
女
小
の
児
童

　

９
月
25
日
（
水
）
放
課
後
子
ど

も
教
室
「
乙
女
小
ま
つ
や
ま
塾
」

で
作
製
し
た
竹
製
の
滑
り
台
が
完

成
し
ま
し
た
。

　

放
課
後
に
地
域
住
民
の
参
加
協

力
を
得
て
体
験
学
習
な
ど
に
取
り

組
み
、
地
域
社
会
で
子
ど
も
た
ち

を
は
ぐ
く
む
こ
と
を
目
的
に
、
町

教
育
委
員
会
が
主
催
。
主
に
毎
週

水
・
金
曜
日
に
、
乙
女
福
祉
ふ
れ

あ
い
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
活
動
し

て
い
ま
す
。

　

滑
り
台
作
り
は
、
同
塾
で
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
す
る
高
齢

者
た
ち
が
、
昔
の
遊
び
を
子
ど
も

た
ち
に
体
験
し
て
も
ら
お
う
と
企

画
。
子
ど
も
た
ち
は
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
指
導
の
下
、

乙
女
小
の
裏
山
か
ら
竹

を
切
り
出
し
た
後
、
東

に
あ
る
小
高
い
山
で
あ

る
「
ま
つ
や
ま
」
に
移

動
し
、
竹
の
節
を
取
っ

て
滑
り
や
す
く
加
工
。

３
本
の
竹
の
真
ん
中
の

竹
を
低
く
並
べ
、
一
方

の
端
を
木
の
幹
に
据
え

付
け
て
、
滑
り
台
を
完

成
さ
せ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
何

度
も
は
し
ご
を
上
っ
て

は
滑
り
、
現
代
の
も
の

と
は
一
味
違
っ
た
昔
の

滑
り
台
を
楽
し
み
ま
し

た
。
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　10月６日（日）田口の甲佐町グリーンセンター

で、今年度の競り市の開所式が行われました。

　同センターでは、毎年 10 月〜翌年５月までの

毎週日曜日に競り市を開催。同式には 200 人以

上が参加し、競り人との駆け引きを楽しみながら、

植木、花苗、果物などを購入しました。また、今

年度から登録者に花の鉢植えが贈呈される新たな

取り組みも始まりました。

　競り市への参加は登録が必要です。詳細は、同

センターまでお問い合わせください。

●登録料

　新規…2,000 円（競りで使用する帽子代含む）

　継続…1,000 円

●同センターで開催される今後のイベント

　紅葉祭り（11 月第４日曜日）、初市（１月第１

日曜日）、梅祭り（２月第４日曜日）、ツツジ祭り

（４月第３日曜日）、納め市（５月第４日曜日）

▶お問い合わせ先
　甲佐町グリーンセンター

　 TEL 096-234-0485

▼自分たちで作った竹製の滑り台を滑る「乙女小まつやま塾」の子どもたち

　

９
月
26
日
（
木
）
本
町
で
の
平
成

25
年
度
の
１
０
０
歳
到
達
者
（
大
正

２
年
４
月
１
日
〜
大
正
３
年
３
月
31

日
生
ま
れ
）
に
祝
状
な
ど
が
贈
呈
さ

れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
到
達
者
は
、
島
田
ア
イ

子
さ
ん
（
上
豊
内
区
）
と
村
上
マ
ツ

エ
さ
ん
（
町
内
施
設
入
所
）
の
女
性

２
人
（
あ
い
う
え
お
順
）。
贈
呈
で

は
、
奥
名
克
美
町
長
が
到
達
者
を
訪

問
し
、
内
閣
総
理
大
臣
か
ら
の
祝
状

と
記
念
品
の
銀
杯
を
伝
達
。
町
と
甲

佐
町
社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
の
祝
金

も
贈
り
ま
し
た
。

　

奥
名
町
長
の
訪
問
を
受
け
た
村
上

さ
ん
（
写
真
）
は
、「
お
か
げ
さ
ま

で
、
１
０
０
歳
を
迎
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
元
気
に
長

生
き
し
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　９月29日（日）岩下の市街地ほかで、甲

佐蚤（のみ）の市が開催されました。

　空き家や空き店舗が目立つ商店街の活性化

などを目的に、甲佐町商工会青年部（堀田高

志部長）が主催。町内外から、日用雑貨、家

具、衣料品、陶芸、飲食など36団体が出店

しました。

　熊本市から来場した20代の男女は「甲佐

町は、川と町並みの雰囲気が良いところです

ね。また開催してほしいと思います」と話し

ました。

100歳おめでとうございます
平成25年度100歳到達者に祝状などを贈呈

甲佐蚤の市で活性化を
甲佐町商工会青年部が主催

▲雑貨や家具、衣料品などが出店した甲佐蚤の市の会場

絶妙な駆け引きで競りを満喫
甲佐町グリーンセンターで競り市の開所式

▲紅葉や松などの植木や盆栽、花苗、クリやミカンなどの果物といった
さまざまな品が競りに掛けられた甲佐町グリーンセンターの開所式

▼

奥
名
町
長
か
ら
祝
状
の
伝
達
を
受
け
る
村
上
さ
ん
（
右
）
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産
業
文
化
祭

町産業振興課　TEL 096－234－１１７６　klg206@town.kosa.lg.jp

■
今
年
度
の
産
業
文
化
祭
を
、
11
月

　
10
日
（
日
）
に
開
催

11
月
10
日
（
日
）
に
、
平
成
25
年
度

甲
佐
町
産
業
文
化
祭
を
開
催
し
ま
す
。

　

今
年
度
も
ニ
ラ
飛
ば
し
大
会
、
ミ
カ

ン
の
つ
か
み
取
り
、
文
化
祭
作
品
展
示
、

ス
テ
ー
ジ
発
表
な
ど
、
各
種
イ
ベ
ン
ト

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
来

場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
開
催
日
時

　

11
月
10
日
（
日
）
午
前
９
時
～
午
後

３
時
50
分

●
会
場

　

町
役
場
北
側
広
場
、
町
農
業
研
修
セ

ン
タ
ー
「
ろ
く
じ
館
」
、
町
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー

●
内
容

▼
農
業
祭

　

本
町
産
の
農
産
物
を
低
価
格
で
購
入

で
き
る
即
売
会
（
希
望
者
が
多
い
場
合

は
抽
選
）
や
、
バ
ナ
ナ
の
た
た
き
売
り

の
ほ
か
、
ミ
カ
ン
の
つ
か
み
取
り
、
農

産
物
の
重
量
当
て
ク
イ
ズ
、
ニ
ラ
が

た
っ
ぷ
り
入
っ
た
モ
ツ
鍋
の
無
料
サ
ー

ビ
ス
な
ど
、
参
加
費
無
料
の
イ
ベ
ン
ト

も
多
数
実
施

▼
商
工
祭

　

商
工
会
加
盟
店
に
よ
る
出
店
、
ギ
ネ

ス
記
録
に
挑
戦
す
る
ニ
ラ
飛
ば
し
大

会
、
も
ち
投
げ
、
竜
野
保
育
園
児
に
よ

る
マ
ー
チ
ン
グ
、
豪
華
賞
品
が
当
た
る

大
抽
選
会
な
ど

▼
文
化
祭

　

町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
の
ス
テ
ー

ジ
発
表
、
文
芸
作
品
の
展
示
、
押
絵
・

印
か
ん
作
り
の
体
験
コ
ー
ナ
ー
な
ど

※�

わ
か
あ
ゆ
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
11
月
９

日
（
土
）
午
前
10
時
～
正
午
に
町
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
・
ホ
ー
ル
で
開
催

さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
を

た
く
さ
ん
予
定
し
て
い
ま
す
。
詳
し
い

内
容
は
、
各
家
庭
に
配
布
し
て
い
る
チ

ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

甲
佐
町
産
業
文
化
祭
実
行
委
員
会
事

　

務
局
（
町
産
業
振
興
課
内
）

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
７
６

　

（
内
線
１
５
７
）

甲佐町産業文化祭に
ぜひご来場ください

１日中楽しめるイベントが盛りだくさんです

福
祉

町福祉課　TEL 096－23４－１１１４（ 内線 １４４）　klg205@town.kosa.lg.jp

■
福
祉
に
関
す
る
手
当
の
額
が
変
わ

　
り
ま
し
た

　

10
月
か
ら
、
福
祉
に
関
す
る
手
当
の

額
が
次
の
と
お
り
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

●
特
別
児
童
扶
養
手
当

　

在
宅
で
中
程
度
以
上
の
障
が
い
の
あ

る
20
歳
未
満
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る

人
に
対
し
て
支
給
す
る
手
当

【
変
更
後
の
手
当
額
】

　

１
級
…
月
額　

５
０
，
０
５
０
円

　

２
級
…
月
額　

３
３
，
３
３
０
円

●
障
害
児
福
祉
手
当

　

在
宅
で
重
度
の
障
が
い
が
あ
り
、
日

常
生
活
に
常
に
介
護
を
必
要
と
す
る
20

歳
未
満
の
人
に
対
し
て
支
給
す
る
手
当

【
変
更
後
の
手
当
額
】

　

月
額　

１
４
，
１
８
０
円

●
特
別
障
害
者
手
当

　

在
宅
で
重
度
の
障
が
い
が
あ
り
、
日

常
生
活
に
常
に
特
別
の
介
護
を
必
要
と

す
る
20
歳
以
上
の
人
に
対
し
て
支
給
す

る
手
当

【
変
更
後
の
手
当
額
】

　

月
額　

２
６
，
０
８
０
円

●
経
過
的
福
祉
手
当

　

福
祉
手
当
制
度
の
廃
止
後
、
福
祉
手

当
を
受
給
し
て
い
た
も
の
（
20
歳
以

上
）
で
特
別
障
害
者
手
当
の
要
件
に
該

当
せ
ず
、
か
つ
障
害
基
礎
年
金
も
支
給

さ
れ
な
い
障
が
い
者
に
対
し
て
、
従
前

の
例
に
よ
り
支
給
す
る
手
当

【
変
更
後
の
手
当
額
】

　

月
額　

１
４
，
１
８
０
円

※
各
手
当
は
、
所
得
に
よ
る
支
給
制
限

　

が
あ
り
ま
す
。

　

申
請
の
手
続
き
な
ど
に
つ
い
て
は
、

町
福
祉
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
申
請
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
福
祉
課

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
４

　

（
内
線
１
４
４
）

10 月から福祉に関す
る手当額を変更します

詳しくは町福祉課までお問い合わせください
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男
女
共
同
参
画

町総務課　TEL 096－234－1140（内線 241）　klg202@town.kosa.lg.jp

■
結
婚
を
機
に
、
育
児
に
つ
い
て
勉

　
強
す
る
決
意
を
新
た
に

私
は
先
日
結
婚
し
、
こ
れ
か
ら
妻

と
と
も
に
温
か
い
家
庭
を
作
り
、
子
ど

も
も
欲
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

甲
佐
町
で
も
、
保
育
園
の
送
迎
や

洗
濯
な
ど
を
積
極
的
に
さ
れ
て
い
る
お

父
さ
ん
方
が
増
え
て
き
て
い
る
よ
う
に

思
い
ま
す
。
そ
ん
な
方
々
や
同
世
代
の

仲
間
と
交
流
し
な
が
ら
、
育
児
に
つ
い

て
勉
強
し
て
い
き
た
い
と
決
意
を
新
た

に
し
て
い
ま
す
。

■
甲
佐
町
の
次
代
を
担
う
子
ど
も
た

　
ち
を
育
て
て
い
き
た
い

私
が
小
さ
い
こ
ろ
も
、
両
親
だ
け

で
な
く
近
所
の
お
じ
ち
ゃ
ん
・
お
ば

ち
ゃ
ん
や
保
育
園
の
先
生
方
な
ど
、
多

く
の
方
か
ら
育
て
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。私

が
こ
の
年
齢
に
な
っ
て
考
え
る

こ
と
は
、
今
の
時
代
に
合
っ
た
、
ま
た

そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
に
合
っ
た
育
児
も
大

事
で
す
が
、
子
ど
も
た
ち
が
小
さ
い
こ

ろ
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
方
と
触
れ
合
っ
て

い
く
こ
と
で
、
甲
佐
町
へ
の
愛
着
が
芽

生
え
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ

と
で
す
。

私
た
ち
の
世
代
が
こ
こ
甲
佐
町
で

育
て
て
も
ら
っ
た
よ
う
に
、
今
度
は
私

た
ち
が
甲
佐
町
の
次
代
を
担
う
子
ど
も

た
ち
を
育
て
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
Ｔ
・
Ｋ
）

■
「
家
事
男
」・「
育
爺
」
の
写
真
を

　
引
き
続
き
募
集
し
ま
す

家
事
や
育
児
な
ど
を
積
極
的
に
行

う
「
家
事
男
（
カ
ジ
ダ
ン
）」・「
育
爺

（
イ
ク
ジ
イ
）」
の
写
真
を
引
き
続
き
募

集
し
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

※�

応
募
写
真
は
、
11
月
に
益
城
町
で
行

わ
れ
る
男
女
共
同
参
画
啓
発
イ
ベ
ン

ト
で
展
示
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
応
募
先

　

町
総
務
課

　

〒
８
６
１
‐
４
６
９
６

　

甲
佐
町
大
字
豊
内
７
１
９
番
地
４

地 域 で 育 て よ う
次代を担う子どもたち

次代を担う子どもを地域で育てる（イメージ）

国
民
年
金

町住民生活課　TEL 096－234－11１３　（内線 102）　klg106@town.kosa.lg.jp

■
控
除
証
明
書
は
大
切
に
保
管
し
て

　
く
だ
さ
い

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得
税
お
よ

び
住
民
税
の
申
告
に
お
い
て
、
全
額
が

社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

そ
の
年
の
１
月
１
日
か
ら
12
月
31
日

ま
で
に
納
付
し
た
保
険
料
が
対
象
で
す
。

控
除
を
受
け
る
た
め
に
は
、
納
付
し
た

こ
と
を
証
明
す
る
書
類
の
添
付
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
平
成
25
年
１
月
１
日
か

ら
９
月
30
日
ま
で
の
間
に
国
民
年
金
保

険
料
を
納
付
し
た
人
に
つ
い
て
は
、

「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
」
が
11
月
上
旬
に
日
本
年

金
機
構
か
ら
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
年

末
調
整
や
確
定
申
告
の
際
に
は
必
ず
こ

の
証
明
書
（
ま
た
は
領
収
証
書
）
を
添

付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

平
成
25
年
10
月
１
日
か
ら
12
月
31
日

ま
で
の
間
に
、
今
年
初
め
て
国
民
年
金

保
険
料
を
納
付
し
た
人
に
つ
い
て
は
、

翌
年
の
２
月
上
旬
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
家
族
の
国
民
年
金
保
険
料
を

納
付
し
た
場
合
も
、
本
人
の
社
会
保
険

料
控
除
に
加
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の

で
、
家
族
あ
て
に
送
ら
れ
た
控
除
証
明

書
を
添
付
の
上
、
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　

控
除
証
明
書
に
つ
い
て
の
ご
照
会
は
、

控
除
証
明
書
の
は
が
き
に
表
示
さ
れ
て

い
る
番
号
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
控
除
証
明
書
専
用
ダ
イ
ア
ル
の
ご
案
内

・
ナ
ビ
ダ
イ
ア
ル

　

TEL
０
５
７
０
‐
０
７
０
‐
１
１
７

・
０
５
０
ま
た
は
０
７
０
か
ら
始
ま
る

　

電
話
や
Ｐ
Ｈ
Ｓ
で
掛
け
る
場
合

　

TEL
０
３
‐
６
７
０
０
‐
１
１
３
０

▼
受
付
時
間

・�

月
曜
日
は
午
前
８
時
30
分
～
午
後
７

時
、
火
～
金
曜
日
は
午
前
８
時
30
分

～
午
後
５
時
15
分
、
第
２
土
曜
日
は

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時

・�

月
曜
日
が
祝
日
の
場
合
、
翌
火
曜
日

は
午
後
７
時
ま
で

※
祝
日
、
12
月
29
日
～
１
月
３
日
は
ご

　

利
用
い
た
だ
け
ま
せ
ん
。

▼
受
付
期
限

　

平
成
26
年
３
月
14
日
（
金
）

控除照明書は確定申告などの際に必要です

社会保険料控除証明書
についてのお知らせ
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■
町
と
地
域
が
協
力
し
て
農
業

　

の
問
題
解
決
を
目
指
し
ま
す

　
町
で
は
現
在
、
農
業
者
の
高
齢

化
や
後
継
者
不
足
、
耕
作
放
棄
地

の
増
加
な
ど
、
「
人
と
農
地
」
の

問
題
の
解
決
に
向
け
て
、
町
と
地

域
が
協
力
し
「
人
・
農
地
プ
ラ

ン
」
の
作
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
現
在
の
町
の
状
況
は
？

　
現
在
、
本
町
の
耕
作
者
年
齢
は
、

60
歳
以
上
が
７
割
を
超
え
て
お
り

（
図
１
）、
経
営
面
積
も
10
年
間
で

約
７
０
０
㌶
減
少
し
て
い
ま
す

（
図
２
）。

　
こ
れ
に
伴
い
、
「
現
在
の
地
域

の
農
地
は
、
ど
の
よ
う
に
利
用
さ

れ
て
い
る
の
か
」、「
荒
れ
て
い
る

農
地
や
耕
作
し
て
い
な
い
農
地
は

な
い
の
か
」、「
今
後
、
誰
も
耕
作

す
る
人
が
い
な
い
農
地
は
出
て
こ

な
い
の
か
」、「
５
年
後
、
10
年
後

の
地
域
の
農
業
は
誰
が
担
っ
て
い

く
の
か
」
な
ど
の
問
題
や
課
題
が

出
て
き
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
町
と
地
域
が
協
力
し

て
こ
れ
ら
の
問
題
を
解
決
し
て
い

く
た
め
に
、
将
来
の
設
計
図
で
あ

る
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
を
作
成

し
て
い
ま
す
。

　
平
成
24
年
度
は
、
営
農
組
合
や

生
産
組
合
、
新
規
就
農
者
が
い
る

25
地
区
、
平
成
25
年
度
は
そ
れ
以

外
の
21
地
区
に
つ
い
て
プ
ラ
ン
を

作
成
し
て
い
ま
す
。

■
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
の
作

　

成
方
法

1�

プ
ラ
ン
作
成
に
当
た
っ
て
、
現

在
の
農
地
の
状
況
と
将
来
の
計

画
に
つ
い
て
、
白
地
図
に
色
を

塗
り
、
農
地
利
用
図
を
作
成
し

ま
す
。

2�

地
域
の
農
地
利
用
図
を
作
成
す

る
中
で
、
地
域
で
の
問
題
や
課

題
を
出
し
て
も
ら
い
、
問
題
解

決
に
向
け
た
方
策
を
、
町
と
地

域
が
協
力
し
て
考
え
て
い
き
ま

す
。

■
地
域
の
将
来
を
考
え
る
大
切

　

な
「
ま
ち
づ
く
り
」
で
す

　
農
業
は
、
本
町
を
支
え
る
重
要

な
産
業
で
す
。
農
業
の
将
来
を
考

え
る
こ
と
は
、
地
域
の
将
来
を
考

え
る
大
切
な
「
ま
ち
づ
く
り
」
で

す
。

　
町
で
は
、
今
後
も
地
域
の
皆
さ

ん
と
と
も
に
、
ま
ち
づ
く
り
の
一

環
と
し
て
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」

の
作
成
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

※�

プ
ラ
ン
を
作
成
す
る
と
、
農
地

集
積
協
力
金
、
青
年
就
農
給
付

金
な
ど
、
国
か
ら
の
支
援
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
詳
細

は
、
次
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

平
成
24
年
度
か
ら
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
作
成
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す

「
人
と
農
地
」
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
の

プ

ラ

ン

作

り

を

進

め

て

い

ま

す

▲

図
１
　
男
女
別
耕
作
者
人
口
と
年
齢

▲

図
２
　
経
営
面
積
の
推
移

農業についてのお知らせ

農地利用図を作成して地域の問題や課題を洗い出し、町と地域が解決方法を協力して考えていきます
（左上は仁田子区が作成した将来の地図、左下は地域から出た問題や課題をまとめたもの）。
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青

年

就

農

給

付

金

　
町
で
は
、
青
年
の
就
農
意
欲
の

喚
起
と
就
農
後
の
定
着
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
平
成
26
年
度

か
ら
農
業
を
始
め
る
予
定
の
人
、

ま
た
は
平
成
22
年
度
か
ら
平
成
25

年
度
ま
で
に
申
請
し
な
か
っ
た
人

を
対
象
に
、
次
の
と
お
り
「
青
年

就
農
給
付
金
」
の
受
給
者
を
募
集

し
ま
す
。

●
青
年
就
農
給
付
金
「
経
営
開

　
始
型
」

 

【
内
容
】

　
農
業
を
始
め
て
か
ら
経
営
が
安

定
す
る
ま
で
の
期
間
に
給
付
す
る

も
の

 

【
給
付
額
】

　
１
５
０
万
円
／
年
（
最
長
５
年

間
）

 

【
対
象
者
】

1
独
立
・
自
営
就
農
時
点
の
年
齢

　
が
、
原
則
45
歳
未
満
（
平
成
22

　
年
４
月
以
降
の
独
立
・
自
営
就

　
農
が
対
象
）

2
前
年
の
所
得
が
２
５
０
万
円
未

　
満
（
初
年
度
除
く
）

 

【
要
件
】

　
次
の
全
て
の
要
件
を
満
た
す
こ
と

1
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
に
位
置

　
付
け
ら
れ
る
こ
と

2
自
ら
の
農
地
の
所
有
権
も
し
く

　
は
利
用
権
を
有
し
て
い
る
こ
と

　（
親
族
か
ら
の
貸
借
で
も
可
）

3
主
要
な
機
械
・
施
設
を
自
ら
所

　
有
・
貸
借
し
て
い
る
こ
と

4
本
人
名
義
で
生
産
物
を
出
荷
・

　
取
引
し
て
い
る
こ
と

5
本
人
名
義
の
通
帳
が
あ
り
、
売

　
上
や
経
費
な
ど
の
経
営
収
支
を

　
自
ら
の
通
帳
・
帳
簿
で
管
理
し

　
て
い
る
こ
と

※
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
と
は
人

　
と
農
地
の
問
題
を
解
決
す
る
た

　
め
の
未
来
の
設
計
図
で
あ
り
、

　
今
後
、
地
域
農
業
の
中
心
と
な

　
る
経
営
体
の
位
置
付
け
、
中
心

　
と
な
る
経
営
体
へ
の
農
地
の
集

　
積
な
ど
を
地
域
の
農
業
者
の
話

　
し
合
い
に
よ
り
作
成
す
る
プ
ラ

　
ン
で
す
。

●
青
年
就
農
給
付
金
「
準
備
型
」

 

【
内
容
】

　
県
が
指
定
し
た
農
業
研
修
機
関

で
研
修
を
受
け
る
場
合
、
研
修
期

間
中
に
準
備
金
を
給
付
す
る
も
の

 

【
給
付
額
】

　
１
５
０
万
円
／
年
（
最
長
２
年

間
）

※
青
年
就
農
給
付
金
に
は
、
上
記

　
に
記
載
し
た
以
外
に
も
条
件
や

　
制
限
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
詳
し

　
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

　
い
。

▼
受
付
期
間

　
11
月
１
日
（
金
）
〜
29
日
（
金
）

農

地

集

積

協

力

金

●
経
営
転
換
協
力
金

 

【
内
容
】

　「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
を
作
成

し
た
地
域
の
中
心
と
な
る
経
営
体

へ
の
農
地
集
積
に
協
力
す
る
農
地

の
所
有
者
に
給
付
す
る
も
の

 

【
給
付
額
】

1
０
・
５
㌶
以
下

　
30
万
円
／
戸

2
０
・
５
㌶
を
超
え
２
㌶
以
下

　
50
万
円
／
戸

3
２
㌶
を
超
え
る
も
の

　
70
万
円
／
戸

 

【
対
象
者
・
要
件
】

1
販
売
農
家
で
、
農
業
を
や
め
る

　
人

　
要
件
…
全
て
の
農
地
を
白
紙
委

　
任
す
る
な
ど

2
販
売
農
家
で
、
土
地
利
用
型
農

　
業
か
ら
経
営
転
換
す
る
農
業
者

　�

要
件
…
交
付
決
定
後
10
年
間
、

経
営
転
換
し
た
作
物
の
販
売
や

栽
培
の
た
め
の
農
地
の
新
規
取

得
な
ど
を
行
わ
な
い
こ
と

3�

販
売
農
家
で
、
農
業
部
門
の
減
少

に
よ
り
経
営
転
換
す
る
農
業
者

　�

要
件
…
交
付
決
定
後
10
年
間
、

減
少
し
た
部
門
の
作
物
の
販
売

や
栽
培
の
た
め
の
農
地
の
新
規

取
得
な
ど
を
行
わ
な
い
こ
と

4
農
地
の
相
続
人
で
、
相
続
後
農

　
業
を
行
わ
な
い
人

　
要
件
…
交
付
決
定
後
10
年
間
、

　
農
地
の
新
規
取
得
や
農
作
物
の

　
販
売
を
行
わ
な
い
こ
と
な
ど

　
い
ず
れ
も
、
遊
休
農
地
を
所
有

す
る
場
合
は
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

●
分
散
錯
圃
解
消
協
力
金

 

【
内
容
】

　「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
を
作
成

し
た
地
域
の
中
心
と
な
る
経
営
体

の
分
散
し
た
農
地
の
連
担
化
に
協

力
す
る
と
給
付
さ
れ
る
も
の

 

【
給
付
額
】

　
５
，
０
０
０
円
／
10
㌃

 

【
対
象
者
】

　
地
域
の
中
心
と
な
る
経
営
体
の

経
営
耕
地
に
隣
接
す
る
農
地
の
所

有
者
ま
た
は
借
用
し
て
耕
作
し
て

い
た
農
業
者

 

【
要
件
】

　
地
域
の
中
心
と
な
る
経
営
体
の

経
営
耕
地
に
隣
接
す
る
農
地
を
白

紙
委
任
す
る
こ
と
（
中
心
的
な
担

い
手
農
家
の
内
諾
が
必
要
）

　
な
お
、
遊
休
農
地
は
対
象
外
と

な
り
ま
す
。

※
白
紙
委
任
と
は
、
貸
付
相
手
を

指
定
し
な
い
委
任
契
約
で
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
産
業
振
興
課

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
７
６

　（
内
線
１
５
７
）

　

klg
206@

tow
n.kosa

.lg
.jp

■「人・農地プラン」作成で受けられる給付金・協力金
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　　　者は熊本県出身で、小

　　　説の舞台は熊本市。そ

こに興味をそそられて読み始

めたのですが、あっという間

に引き込まれ、一気読みでし

た。

　熊本で銀行襲撃事件が発生

し、機動隊の狙撃手・大谷浩

二が犯人を射殺して解決しま

したが、熊本市内のコールセ

ンターで働く平田香織は、自

分の父が覚

えのない名

前で銀行強

盗をしたと

いう報道を

目にします。

大谷は、事

件の結末に

疑問を抱き、

射殺した犯人の娘である香織

の元を訪れますが、この２人

の出会いが、思いもよらない

大きな陰謀を暴くことに…。

　機動隊狙撃手や、400㍍先

の標的を撃ち抜くライフルな

どなど、あまり好きなジャン

ルではなかったのですが、ス

リリングな展開、登場人物の

細やかな心理描写が魅力的で、

特に、狙撃手 vs 狙撃手の緊

迫した駆け引きには、ぐいぐ

い引き込まれました。まさに

ザッツ・エンターテインメン

ト！

　また、熊本市内の建物や場所

の景色がリアルに思い浮かび、

より一層楽しむことができまし

た。

　興味のある方は、ぜひご一

読ください。おすすめの１冊

です。

著 R
ea

d T
his S

tory!

～ My Favorite Story ～

私のおすすめ図書
　『ライフルバード　機動隊狙撃手』（深見 真著）

村上 律子さん

〔緑町区〕

町生涯学習センター図書室のご利用について

■開館時間 午前９時～午後５時　■休館日 毎週火曜日、年末年始　■貸出冊数・期間 １人３冊まで、８日間

●図書室の利用や、図書の検

　索・リクエストなどについ

　てのお問い合わせ先

　町生涯学習センター図書室

　TEL096-234-2447（内線331）
　klg110@town.kosa.lg.jp

Library Information

図書室からのお知らせ

■本の入荷について

　図書室では、新刊本や話

題の本など、新しい本を入

荷しています。

　本のリクエストについて

も、図書室カウンターにて

受け付けています。皆さん

の読みたい本や気になる本

などがありましたら、お知

らせください。

　また、お探しの本などが

ありましたら、お気軽にカ

ウンターにご相談ください。

「悲劇なんかじゃない、これが

私の人生」。極限まで追い詰め

られたとき、人は何を思うのか

…。夢見た舞台を実現させた女

性演出家。彼女を訪れた幼なじ

みが、数日後遺体となって発見

された。数々の人生が絡み合う

謎に、捜査は混迷を極めるが…。

人気の加賀恭一郎シリーズ。加

賀と母との関係が初めて語られ、

深い家族愛を感じる１冊です。

講談社

小説

人気の加賀恭一郎シリーズ最新作
東野 圭吾著 /『祈りの幕が下りる時』

初心者でも作れるくまモン作品55点
日本ヴォーグ社編 /『くまモンの手づくりだモン！』

あなたの知らないパンダの世界
tupera tupera 作 /『パンダ銭湯』

今明かされる「パンダのひみ

つ」。あなたは、パンダ専用の

銭湯があるのを知っています

か？実は…あるのです。パンダ

以外入店おことわりの銭湯には、

方々に住むパンダが通っていま

す。そこへある１組の親子パン

ダがやってきて、おふろへ…。

そこには衝撃のひみつが！とに

かく面白くて、楽しい絵本です。

読み聞かせにもおすすめです。	

絵本館

児童書

「生まれしを 幸かと聞かれ 春

の宵」たった944㌘でこの世に
生まれた男の子。何年も続く通

院の日々を経て小学校入学。そ

こには、壮絶ないじめが待って

いた。いじめとの闘いの末、母

は不登校という選択をし、少年

は俳句を作り始めた。「学校に

行けなくても、俳句があるから

僕は生きていける」。みずみず

しい命の言葉が輝いています。

ブックマン社

一般書

天才少年が紡ぐ優しくて残酷な世界
小林 凜著 /『ランドセル俳人の五・七・五』

１冊丸々くまモンの手づくり本。

フェルトマスコット、バッグや

ポーチなどの布小物、あみぐる

み、帽子、エコたわし、刺しゅ

う小物、切り紙、消しゴムはん

こなど、くまモンづくしの作品

55点 +おまけのお菓子レシピを

掲載。詳しい写真プロセス＆カ

ラーイラスト付きだから、手芸

初心者でも大丈夫。世界に１つ

だけのくまモンが作れます！

日本ヴォーグ社

娯楽教養

熊本で銀行襲撃事件が発生。犯人を射
殺した機動隊の狙撃手・大谷と、犯人
の娘・香織の出会いは、熊本に巣食う
大きな陰謀を暴く危険なものだった。

今月の案内人
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Human Rights
人権 ～心豊かに暮らすために～

人 権 問 題 の 解 決 を 目 指 し て

●学校や幼稚園・保育所などでの取

　り組み

【就学前教育】

　人間形成の基礎を確立する上で極

めて重要な時期と捉え、全ての幼稚

園・保育所において、人権を大切に

する心を育てる就学前教育に努めて

います。

【学校教育】　

　人権文化の創造に向けて、同和問

題を人権問題の重要な柱として捉

え、あらゆる人権問題の解決のため

に、さまざまな機会を通して児童生

徒の人権意識を培い、差別意識の解

消に向けた人権教育を推進していま

す。具体的には、児童生徒一人一人

の人権が守られた環境の中で、その

発達段階に応じながら、人権尊重に

対する豊かな感性や、主体的な意識、

実践力を持った児童生徒の育成に努

めています。

　また、学校が地域に開かれた人権

教育・啓発の推進拠点として、その

役割が発揮されるよう、学校と家

庭・地域との間で、緊密な連携を

図っています。

【社会教育】

　県民一人一人が自発的学習意思に

基づき学習ができるよう、社会教育

施設を中心とした人権に関する学習

環境の整備・充実を図っています。

　そして、単に人権問題を知識とし

て学ぶだけでなく、互いの人権を尊

重する態度や行動を培うことのでき

る人権感覚が身につくような学習に

努めています。また、家庭教育は全

ての教育の出発点という重要な役割

を担っており、情報の提供や相談機

関の整備などにより、家庭教育を支

援しています。

人権啓発資料「こころ豊かに

　　　　　共に生きるⅣ」から抜粋

●公民館講座や町民大学などに関する

　お申し込み・お問い合わせ先

　町教育委員会公民館事務局

　TEL096-234-2447（内線321）
　klg110@town.kosa.lg.jp

　
９
月
26
日
（
木
）
安
津
橋
健

康
広
場
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

場
「
グ
リ
ー
ン
パ
ル
甲
佐
」
で
、

町
民
大
学
「
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ

ル
フ
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　
日
ご
ろ
か
ら
各
地
区
で
プ

レ
ー
し
て
い
る
参
加
者
は
、
汗

ひ
と
つ
か
か
ず
に
３
コ
ー
ス
を

軽
や
か
に
周
回
。
ス
コ
ア
を
上

げ
る
た
め
に
自
然
と
ス
テ
ィ
ッ

ク
に
も
力
が
入
り
、
さ
わ
や
か

な
秋
晴
れ
の
下
、
に
ぎ
や
か
に

交
流
し
な
が
ら
プ
レ
ー
を
楽
し

み
ま
し
た
。

●
上
位
入
賞
者

○
男
性

１
位
　
中
村
東
次
（
府
領
区
）

２
位
　
松

高
髙

正
男
（
府
領
区
）

３
位
　
曽
我
収
（
岩
下
一
区
）

○
女
性

１
位
　
児
成
千
代
子
（
府
領
区
）

２
位
　
本
田
澄
子
（
府
領
区
）

３
位
　
濱
村
セ
ツ
コ
（
府
領
区
）

　

10
月
18
日
（
金
）
町
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
研
修
室
で
、
久
保

幸
子
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、
第

２
回
絵
手
紙
教
室
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

受
講
生
は
、
秋
に
ぴ
っ
た
り

の
ケ
イ
ト
ウ
、
コ
ス
モ
ス
、

ガ
ー
ベ
ラ
、
カ
キ
、
ミ
カ
ン
な

ど
の
画
材
を
持
参
。
絵
筆
を

真
っ
す
ぐ
立
て
て
、
直
線
や
曲

線
を
ゆ
っ
く
り
と
描
く
練
習
を

し
た
後
、
絵
手
紙
の
ポ
イ
ン
ト

で
あ
る
「
下
手
で
い
い
、
下
手

が
い
い
」
な
ど
の
指
導
を
受
け
、

画
材
を
見
つ
め
な
が
ら
、
実
り

の
秋
の
便
り
を
心
を
込
め
て
描

き
ま
し
た
。

　

出
来
上
が
っ
た
絵
手
紙
は
、

受
講
生
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
が
表

れ
た
素
晴
ら
し
い
作
品
に
な
り

ま
し
た
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

▼

町
民
大
学

第
２
回
絵
手
紙
教
室

▼

公
民
館
主
催
講
座

▲交流を深めながらグラウン

ド・ゴルフを楽しむ参加者

▲画材を見つめながら、実りの

秋の便りを描く受講生

▲

町民大学

　講演会のご案内

　町民大学では、講演会「ひざの

痛み・腰の痛みとの付き合い方」

を開催します。たくさんの皆さん

のご来場をお待ちしています。

●日時　

　11月13日（水）午前10時〜正午

●場所　

　町生涯学習センター・ホール

●演題

　「ひざの痛み・腰の痛みとの付き

合い方」

●講師　　

　仙頭城二さん（谷田病院理学療

法士）

●準備物　

　体操のできる服装

●お申し込み先

　町教育委員会公民館事務局

　TEL096-234-2447（内線321）
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❖
が
ん
検
診
を
毎
年
受
診
し
て
い

　

ま
す
か
？

　
皆
さ
ん
ご
存
知
か
と
思
い
ま
す
が
、

現
在
の
日
本
人
の
死
亡
原
因
の
第
１
位

は
悪
性
新
生
物
（
が
ん
）
で
、
約
３
人

に
１
人
は
が
ん
で
亡
く
な
り
、
２
人
に

１
人
は
が
ん
に
か
か
っ
て
い
る
と
い
う

現
状
か
ら
、
が
ん
は
最
大
の
国
民
病
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
恐
ろ
し
い
イ
メ
ー
ジ
の
強
い
が
ん
で

す
が
、
今
で
は
早
期
発
見
で
高
い
治
療

効
果
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま

し
た
。
早
期
発
見
の
た
め
に
は
、
が
ん

検
診
を
受
診
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
重

要
で
す
。
国
の
掲
げ
る
受
診
率
の
目
標

は
50
㌫
で
す
が
、
実
際
は
20
〜
30
㌫
程

度
と
ま
だ
ま
だ
低
い
現
状
で
す
（
部
位

別
が
ん
検
診
受
診
率
…
『
２
０
１
０
年

国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
が
ん
対
策
情

報
セ
ン
タ
ー
統
計
』
よ
り
）。

　
皆
さ
ん
は
、
毎
年
が
ん
検
診
を
受
診

し
て
い
ま
す
か
？

❖
が
ん
検
診
は
ど
う
し
て
必
要
？

　
が
ん
と
一
言
で
言
っ
て
も
、
さ
ま
ざ

ま
な
場
所
に
発
生
し
、
男
性
・
女
性
で

発
生
し
や
す
い
部
位
に
違
い
が
あ
り
ま

す
。

●
男
性
に
多
い
が
ん

【
死
亡
数
の
多
い
が
ん
】

１
位
…
肺
　
２
位
…
胃
　
３
位
…
大
腸

４
位
…
肝
臓
　
５
位
…
膵
臓（
ひ
ぞ
う
）

【
罹
患
（
り
か
ん
）
数
の
多
い
が
ん
】

１
位
…
胃
　
２
位
…
肺
　
３
位
…
大
腸

４
位
…
前
立
腺
　
５
位
…
肝
臓

●
女
性
に
多
い
が
ん

【
死
亡
数
の
多
い
が
ん
】

１
位
…
大
腸
　
２
位
…
肺
　
３
位
…
胃

４
位
…
膵
臓
（
ひ
ぞ
う)

　
５
位
…
乳
房

【
罹
患
数
の
多
い
が
ん
】

１
位
…
乳
房
　
２
位
…
大
腸
　
３
位
…
胃

４
位
…
肺
　
５
位
…
子
宮

　
が
ん
検
診
の
目
的
は
、
早
期
発
見
し

適
切
な
治
療
を
行
う
こ
と
で
、
が
ん
に

よ
る
死
亡
を
減
少
さ
せ
る
こ
と
で
す
。

　
が
ん
検
診
も
、
完
璧
な
検
査
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
一
定
の
大
き
さ
に
な
る
ま
で

発
見
で
き
な
か
っ
た
り
、
形
や
場
所
に

よ
っ
て
は
見
つ
か
り
に
く
か
っ
た
り
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
受
診
す
る
こ
と
で
全
て
の
が
ん
に
よ

る
死
亡
を
な
く
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

が
、
よ
り
多
く
の
人
の
命
を
守
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
実
際
、
町
の
検
診
で
早

期
が
ん
が
見
つ
か
り
、
治
療
し
て
元
気

に
過
ご
し
て
い
る
、
と
い
う
お
話
を
伺

う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
何
ら
か
の
症
状
に
よ
っ
て
病
院
を
受

診
し
た
際
に
は
、
進
行
が
ん
で
あ
る
場

合
が
多
く
、
治
療
が
困
難
な
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
何
も
症
状
が
な
い
、
健
康
な

と
き
こ
そ
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

❖
今
月
の
が
ん
検
診
の
お
知
ら
せ

●
検
診
期
間

　
11
月
24
日
（
日
）
〜
28
日
（
木
）

●
対
象
者

　
40
歳
以
上
の
全
て
の
住
民
（
た
だ

し
、
子
宮
頸
（
け
い
）
が
ん
検
診
は
20

歳
以
上
・
乳
が
ん
検
診
は
30
歳
以
上
の

女
性
、
前
立
腺
が
ん
検
診
は
50
歳
以
上

の
男
性
）

●
検
診
場
所

　
町
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
そ
の
他

・�

受
け
た
い
検
診
だ
け
を
選
ん
で
受
け

て
い
た
だ
け
ま
す
。

・�

特
定
の
年
齢
の
人
に
は
大
腸
が
ん
検

診
・
子
宮
頸
が
ん
検
診
・
乳
が
ん
検

診
（
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
検
査
）
の
無

料
ク
ー
ポ
ン
券
を
配
布
し
ま
す
。

ク
ー
ポ
ン
券
が
手
元
に
届
い
た
人
は
、

当
日
忘
れ
ず
に
ご
準
備
く
だ
さ
い
。

※�

「
子
宮
頸
が
ん
」
は
、
近
年
20
〜
30

歳
代
の
女
性
に
急
激
に
増
加
し
て
い

ま
す
。「
ま
だ
若
い
か
ら
大
丈
夫
」

と
安
心
せ
ず
、
定
期
的
な
検
診
受
診

が
必
要
で
す
。

・�

検
診
の
申
し
込
み
を
お
忘
れ
の
人
も
、

早
め
に
連
絡
を
い
た
だ
く
と
受
診
で

き
ま
す
。
町
総
合
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
「
鮎
緑
（
あ
ゆ
み
）」
ま
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

多
く
の
人
の
命
を
守
る
が
ん
検
診

あ
な
た
も
検
診
を
受
け
に
行
こ
う
！

あ
ゆ
み
だ
よ
り

がん の話

このコーナーでは、毎月、町総合

保健福祉センター職員である保健

師、社会福祉士などが、健康や福

祉、介護、健康診断などに関する

情報をリレー形式でご紹介します。

日本人の死亡原因の第１位である

がんは、最大の国民病といわれて

います。あなたの大切な命を守る

ためには、がん検診を受診し、早

期発見することが重要です。「鮎

緑（あゆみ）」で行われる今月の

がん検診をぜひ受診してください。

今月の「あゆみだより」は

高倉 美保 保健師 

Health
町総合保健福祉センターからのお知らせ
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●健康や福祉、介護、健康診断などに

　関するご相談・お問い合わせ先

・町総合保健福祉センター

・町地域包括支援センター

　（町総合保健福祉センター内）

　TEL096-235-8711
　klg113@town.kosa.lg.jp

●行事などに関する詳しい内容は、各園に直接お問い合わせください。

Child-Care
11月の子育て支援カレンダー

地域子育て支援センター
　（竜野保育園内）� TEL096-234-0305

１日（金） 戸外遊び

６日（水） 粘土遊び

８日（金） 親子で読書

11日（月） 散歩（木の実探し）

13日（水） 絵の具でお絵描き

15日（金） 手作りおもちゃ作り

18日（月） ちぎり絵製作

20日（水） 誕生会（要予約）

22日（金） 砂場遊び

25日（月） 壁面製作（クリスマスツリー）

27日（水） おやつ作り

 29日（金） おままごと遊び

12月２日（月） 散歩（園周辺）

 ４日（水） ブロック遊び

 育児相談（月～金曜日 )

 体験保育（午前９時30分～正午）

11・12月の保健活動

　●会場　町総合保健福祉センター

　 ４か月児健診

　　11月21日（木）　午前９時

　　12月19日（木）　午前９時

　 ７か月児健診

　　11月21日（木）　午前10時

　　12月19日（木）　午前10時

　 10か月児教室

　　12月６日（金）　午前９時30分

　 １歳６か月児健診

　　11月５日（火）　午後１時

　　12月３日（火）　午後１時

　 ２歳児よい歯の教室

　　11月29日（金）　午前９時30分

　 ３歳児健診

　　11月５日（火）　午後１時20分

　　12月３日（火）　午後１時20分

　 ＢＣＧ予防接種

　　11月12日（火）　午後１時30分

　 ３種混合予防接種

　　11月22日（金）　午後１時30分

　　12月17日（火）　午後１時30分

　 ２種混合予防接種

　　12月26日（木）　午後１時30分

★お子さんの成長の記念として、

“笑顔”の写真を『広報こう

さ』紙面に飾ってみません

か？写真掲載のお申し込みは、

町総合保健福祉センターまで。

●お子さんの“笑顔”の写真掲載に

　関するお申し込み・お問い合わせ先

　町総合保健福祉センター

　TEL096-235-8711
　klg113@town.kosa.lg.jp

野口 琉
り

愛
あ

奈
な

 ちゃん（１歳）

　父・恭佑 さん　母・悠 さん

　（芝原区）

　すくすく

　　　育っていってね。

緒方 優
ゆう

大
だい

 くん（１歳）

　父・尚哉 さん　母・幸 さん

　（芝原区）

　けいたん

　いつも遊んでくれてありがとう

甲佐保育園� TEL096-234-0186

園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

若草保育園� TEL096-234-0013

１日（金） フォトフレーム作り

15日（金） お外遊び

 園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

竜野保育園� TEL096-234-0519

 園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

乙女保育園� TEL096-234-3947

 園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

緑川保育所� TEL096-234-0789

 園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

Smile
わが家の“ 笑顔 ”をご紹介します
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今月のお知らせ

お問い合わせ先一覧

Monthly Information

●町役場

　 TEL096-234-1111（代表）

●町教育委員会

 （町生涯学習センター）

　 TEL096-234-2447（代表）

●町総合保健福祉センター

　 TEL096-235-8711
●町水道管理センター

　 TEL096-234-0755
●町民センター

　 TEL096-234-2459
●町学校給食センター

　 TEL096-234-0255
●町老人憩いの家

 （㈳甲佐町社会福祉協議会）

　 TEL096-234-0423
●御船町甲佐町衛生施設組合

 （クリーンセンター）

　 TEL096-282-0688
●上益城消防署

　 TEL096-282-1955
●御船警察署

　 TEL096-282-1110
●上益城広域連合

　 TEL096-237-2891
●県上益城地域振興局

　 TEL096-282-2111（代表）

●県御船保健所

　 TEL096-282-0016
●県庁

　 TEL096-383-1111（代表）
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12
月
２
日
（
月
）
か
ら
、
御
船

甲
佐
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ
の
剪

定
（
せ
ん
て
い
）
木
く
ず
の
持
ち

込
み
の
基
準
を
次
の
と
お
り
変
更

し
ま
す
。

▼
搬
入
で
き
る
も
の

　

一
般
家
庭
ま
た
は
一
般
事
業
所

地
内
か
ら
排
出
さ
れ
た
木
・
竹
の

剪
定
く
ず
で
、
再
生
利
用
可
能
な

も
の

※�

土
の
混
入
や
付
着
が
な
い
も
の

に
限
り
ま
す
。

※�

建
設
業
、
植
木
剪
定
業
な
ど
に

よ
っ
て
生
じ
た
も
の
は
受
け
入

れ
で
き
ま
せ
ん
。

▼
搬
入
量

　

１
日
あ
た
り
３
５
０
㌔
以
内　

　

（
軽
ト
ラ
ッ
ク
１
台
分
程
度
）

▼
搬
入
す
る
木
・
竹
の
大
き
さ

　

直
径
10
㌢
以
内
、
長
さ
２
㍍
以

　

内
▼
注
意
事
項

・�

搬
入
者
自
ら
が
、
直
接
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
に
持
ち
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

・�

荷
下
ろ
し
は
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
職
員
の
指
示
に
従
っ
て
搬

入
者
が
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

・�

御
船
町
甲
佐
町
衛
生
施
設
組
合

　

TEL
０
９
６
‐
２
８
２
‐
０
６
８
８

・�

町
環
境
衛
生
課

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
６
９

　

（
内
線
２
５
１
）

　

klg210@town.kosa.lg.jp

　

11
月
は
、
児
童
虐
待
防
止
推
進

月
間
で
す
。

　

児
童
虐
待
に
は
、
身
体
的
虐
待

（
殴
る
、
蹴
る
な
ど
）
、
性
的
虐
待

（
子
ど
も
へ
の
性
的
行
為
、
性
的

行
為
を
見
せ
る
な
ど
）
、
ネ
グ
レ

ク
ト
（
家
に
閉
じ
込
め
る
、
食
事

を
与
え
な
い
な
ど
）
、
心
理
的
虐

待
（
言
葉
に
よ
る
脅
し
、
子
ど
も

の
目
の
前
で
家
族
に
暴
力
を
ふ
る

う
な
ど
）
が
あ
り
ま
す
。

　

虐
待
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る
子

ど
も
が
い
た
り
、
ご
自
身
が
出
産

や
子
育
て
に
悩
ん
だ
り
し
た
ら
、

児
童
相
談
所
や
市
町
村
の
窓
口
へ

連
絡
・
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
相
談
・
お
問
い
合
わ
せ
先

・�

町
福
祉
課

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
４

　

（
内
線
１
４
３
）

　

klg205@town.kosa.lg.jp

・�

町
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
５
‐
８
７
１
１

　

klg113@town.kosa.lg.jp

・�

児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ
ア
ル

　

TEL
０
５
７
０
‐
０
６
４
‐
０
０
０

　

11
月
11
日
（
月
）
～
17
日
（
日
）

は
、「
税
を
考
え
る
週
間
」
で
す
。

　

今
年
は
、「
税
の
役
割
と
税
務
署

の
仕
事
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
適

正
・
公
平
な
課
税
お
よ
び
徴
収
の
実

現
に
向
け
た
国
税
庁
の
取
り
組
み
や

今
後
の
課
題
に
つ
い
て
、
さ
ま
ざ
ま

な
機
会
を
通
じ
て
紹
介
す
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
る

「
税
の
役
割
と
税
務
署
の
仕
事
」
バ

ナ
ー
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
、
国
税
庁

の
取
り
組
み
な
ど
に
つ
い
て
分
か
り

や
す
く
紹
介
し
て
い
る
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
い
た
だ
け
ま
す
。
年
間
を
通
じ
て

開
設
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧

く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

・
熊
本
東
税
務
署

　

TEL
０
９
６
‐
３
６
９
‐
５
５
６
６

・�

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

URLh
t
tp:

/
/ww

w
.nt

a
.go

/jp

　

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動
は
、

火
災
が
発
生
し
や
す
い
時
季
を
迎

え
る
に
当
た
り
、
火
災
予
防
思
想

の
一
層
の
普
及
を
図
り
、
火
災
の

発
生
を
防
止
し
、
高
齢
者
な
ど
を

中
心
と
す
る
死
者
の
発
生
を
減
少

日 曜 当 番 医
月　日 当番医 電話番号

11月３日 荒 瀬 病 院 TEL096-234-1161
11月10日 谷 田 病 院 TEL096-234-1248
11月17日 甲 佐 眼 科 TEL096-235-5600
11月24日 荒 瀬 病 院 TEL096-234-1161
12月１日 谷 田 病 院 TEL096-234-1248

doctor

町税などの滞納処分（９月分）
種　別 件数・金額など

家 宅 捜 索 １件

動 産 差 し 押 さ え 22点

債 権 差 し 押 さ え 1,694円

交 付 要 求 ０件

公 売 代 金 ０円

tax

ｉ
お
知
ら
せ

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ
の
持
ち

込
み
の
基
準
を
変
更
し
ま
す

児
童
虐
待
は
社
会
全
体
で

解

決

す

べ

き

問

題

で

す

「
税
を
考
え
る
週
間
」
テ
ー
マ
は

税
の
役
割
と
税
務
署
の
仕
事

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動
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さ
せ
る
と
と
も
に
、
財
産
の
損
失

を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
毎

年
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

家
庭
や
職
場
、
地
域
ぐ
る
み
で

火
の
用
心
に
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

▼
実
施
期
間

　

11
月
９
日
（
土
）
～
15
日
（
金
）

▼
防
火
標
語

　

『
消
す
ま
で
は 

心
の
警
報 

Ｏ

Ｎ
の
ま
ま
』

▼
住
宅
防
火
・
い
の
ち
を
守
る
７

　

つ
の
ポ
イ
ン
ト

　
火
災
を
予
防
す
る
た
め
に
、
次

の
３
つ
の
習
慣
と
４
つ
の
対
策
を

心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

○
３
つ
の
習
慣

・
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。

・�

ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も

の
か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す

る
。

・�

ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離

れ
る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す
。

○
４
つ
の
対
策

・�

逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住

宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す

る
。

・�

寝
具
、
衣
類
お
よ
び
カ
ー
テ
ン

か
ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、

防
炎
品
を
使
用
す
る
。

・�

火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た

め
に
、
住
宅
用
消
火
器
な
ど
を

設
置
す
る
。

・�

高
齢
者
や
身
体
の
不
自
由
な
人

を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協

力
体
制
を
作
る
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

・�

町
消
防
団
（
事
務
局
・
町
総
務

課
）

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
４
０

　
（
内
線
２
４
１
）

　

kl
g
202

@
tow

n
.ko

s
a.l

g.jp

・�

上
益
城
消
防
本
部

　

TEL
０
９
６
‐
２
８
２
‐
１
９
５
５

　

「
ふ
る
さ
と
甲
佐
応
援
寄
附
金
」

に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
心
温
ま
る
ご
好
意
を

町
の
振
興
の
た
め
に
大
切
に
使
わ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
引
き
続
き
、

多
く
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
平
成
25
年
度
寄
附
金
額
合
計

　

１
５
５
，
０
０
０
円

　
　
　
　
　
　

（
10
月
15
日
現
在
）

▼
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
企
画
財
政
課

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
５
４

　

（
内
線
２
３
６
）

　

kl
g
104

@
tow

n
.ko

s
a.l

g.jp

クリーンセンターへのごみ搬入量（９月分）
種　別 搬入量 前月比較 前年比較

可 燃 ご み 190,780 △12,950 12,360

資 源 ご み 25,160 6,720 4,510

粗 大 ご み 4,080 940 650

合 計 220,020 △5,290 17,520

※単位・㌔ 

      environmental preservation

交 通 事 故 件 数
種　別 発生件数 前年比較

事故件数 ２８ （１）

死 者 ２ （０）

傷 者 ３３ （△６）

10月15日現在（カッコ内は前年比較）

               traffic safety

出 動 火 災 件 数
種　別 発生件数 前年比較

家 屋 ０ （０）

原 野 ０ （△１）

そ の 他 ２ （１）

合計件数 ２ （０）

10月15日現在（カッコ内は前年比較）

               fire prevention  

昭和 56 年３月に町文化財に指

定された鵜ノ瀬堰（うのせぜき）

は、慶長 13(1608) 年、肥後藩主・

加藤清正公の手で完成したとされ

ています。幅約 95㍍、全長約 660

㍍におよぶ石造りの堰（せき）に

は、次の伝承が残っています。

〜洪水の多い甲佐地域の治水を行

うため、清正公は堰を作ったが何

度も流されてしまう。そこで清正

公は、堰の完成を甲佐神社に祈願

した。ある夜、鵜の鳥が川の流れ

を横切って対岸に斜めに並んでい

る夢を見た。神のお告げとして、

早朝緑川に行くと、数十羽の鵜の

鳥が向こう岸まで並んでいた。そ

の斜めに並ぶ鳥の形に堰を築いた

結果、洪水に強い堰ができた。〜
堰の築造後、大きな洪水が起きる

度に修理され、当時の姿はほとんど

確認できませんが、左岸(東寒野側)

の一部には敷き詰めた石畳が残っ

ています。江戸時代の ｢緑川絵図｣

にも、石畳の様子が詳細に描かれ

ています (『新甲佐町史』)。

堰から引かれる用水は田畑を

潤し、本町の発展に貢献しました。

現在もその流れは失われず、私た

ちの生活を守り続けています。

甲佐町の文化財探訪　〜第６回〜

「鵜ノ瀬堰」

古きを訪ねて甲佐町を知る

▼

敷
き
詰
め
ら
れ
た
石
畳

■お問い合わせ先　町教育委員会社会教育課　

　 TEL 096-234-2447（内線 322）　klg110@town.kosa.lg.jp

ｇ
お
礼

ふ
る
さ
と
甲
佐
応
援
寄
附
金

▼

石
畳
を
見
る
場
合
は
緑
川
左
岸
へ
ど
う
ぞ
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甲
佐
町
区
長
会
で
は
、
甲
佐
町

行
政
区
対
抗
ふ
る
さ
と
自
慢
看
板

コ
ン
テ
ス
ト
を
実
施
し
ま
す
。

　

手
作
り
看
板
を
作
っ
て
、
地
域

の
活
動
や
観
光
資
源
を
地
域
内
外

に
ア
ピ
ー
ル
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
応
募
資
格

　

行
政
区
単
位

▼
申
込
期
限

　

平
成
26
年
１
月
10
日
（
金
）

▼
表
彰
な
ど

　

平
成
26
年
２
月
中
旬
に
、
書
類

審
査
お
よ
び
町
公
式
サ
イ
ト
で
の

人
気
投
票
を
実
施
し
、
各
賞
を
決

定
し
ま
す
。

　

入
賞
し
た
行
政
区
に
は
、
表
彰

状
お
よ
び
賞
金
を
贈
呈
し
ま
す
。

▼
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　

ふ
る
さ
と
自
慢
看
板
コ
ン
テ
ス

　

ト
事
務
局
（
町
企
画
財
政
課
内
）

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
５
４

　
（
内
線
２
３
２
）

　

klg104@town.kosa.lg.jp

　

県
で
は
、
南
関
町
に
産
業
廃
棄

物
の
最
終
処
分
場
（
ク
ロ
ー
ズ

ド
・
無
放
流
型
）
を
整
備
し
て
い

ま
す
。

　

現
在
、
処
分
場
の
名
称
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
㈶
熊

本
県
環
境
整
備
事
業
団
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
募
集
期
限

　

12
月
31
日
（
火
）

▼
応
募
資
格

　

個
人
・
法
人
を
問
い
ま
せ
ん
。

▼
応
募
方
法

　

氏
名
、
住
所
、
電
話
番
号
を
記

載
の
上
、
メ
ー
ル
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、

郵
送
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

▼
応
募
・
お
問
い
合
わ
せ
先

・
県
公
共
関
与
推
進
課

　（
㈶
熊
本
県
環
境
整
備
事
業
団
）

　

〒
８
６
２
‐
８
５
７
０

　

熊
本
市
中
央
区
水
前
寺
６
丁
目

　

18
‐
１

　

TEL
０
９
６
‐
３
３
３
‐
２
２
７
９

　

FAX
０
９
６
‐
３
８
３
‐
７
６
８
０

　
info@kksj.jp

・
㈶
熊
本
県
環
境
整
備
事
業
団　

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

URLhttp://www.kksj.

　

jp/index.html

県
で
は
、
た
け
の
こ
園
経
営

管
理
コ
ン
ク
ー
ル
を
開
催
し
ま

す
。

▼
応
募
条
件

・�

県
内
で
農
林
業
を
営
む
人

・�

今
年
度
産
の
タ
ケ
ノ
コ
の
出
荷

実
績
が
あ
る
人

・�

面
積
が
20
㌃
以
上
の
「
も
う
そ

う
竹
林
」
で
採
れ
た
も
の

※�

申
し
込
み
の
際
は
、
平
成
22
年

11
月
～
平
成
25
年
６
月
の
出
荷

実
績
を
ご
準
備
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
期
限

　

11
月
29
日
（
金
）

▼
お
申
し
込
み
先

　

町
産
業
振
興
課

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
７
６

　
（
内
線
１
５
６
）

　

klg206@town.kosa.lg.jp

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

県
林
業
振
興
課

　

TEL
０
９
６
‐
３
３
３
‐
２
４
４
４

　

県
で
は
、
狩
猟
免
許
の
試
験
を
次

の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

▼
試
験
日

　

12
月
14
日
（
土
）

▼
会
場

　

県
庁
大
会
議
室

▼
試
験
の
内
容

　

知
識
・
適
性
・
技
能
の
３
試
験

��

▼
申
込
期
限

　

12
月
４
日
（
水
）

▼
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　

県
上
益
城
地
域
振
興
局
林
務
課

　

TEL
０
９
６
‐
２
８
２
‐
０
１
４
２

　

平
成
26
年
１
月
か
ら
、
事
業
所

得
、
不
動
産
所
得
ま
た
は
山
林
所

得
を
有
す
べ
き
業
務
を
行
う
全
て

の
人
（
住
民
税
の
申
告
の
み
を
行

う
人
も
含
む
）
に
つ
い
て
、
記
帳

と
帳
簿
書
類
の
保
存
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
新
た
に
記
帳
を

行
う
人
や
記
帳
の
仕
方
が
分
か
ら

な
い
人
を
対
象
に
、
記
帳
説
明
会

を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時

　

11
月
28
日
（
木
）

①
午
前
10
時
～
正
午

②
午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

▼
対
象
者

　

白
色
申
告
の
営
業
等
所
得
者

▼
会
場

　

御
船
町
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー 

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
東
税
務
署

　

TEL
０
９
６
‐
３
６
９
‐
５
５
６
６

　

来
年
4
月
1
日
か
ら
、
消
費
税

率
が
現
行
の
５
㌫
か
ら
８
㌫
に
引

き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

　

甲
佐
町
商
工
会
で
は
、
事
業
者

向
け
の
消
費
税
対
策
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
し
ま
す
。
受
講
料
は
無
料
で

す
。
ど
な
た
で
も
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

バレーボール＆ソフトバレーボール大会結果
Sports

●期日　９月25日（水）
●会場　町トレーニングセンター
●大会結果
　優　勝　オフィス・ナインティーン
　準優勝　ごぼううどん（肥後そう川）

▲

優
勝
し
た
岩
下

●主催　甲佐町バレーボール協会（芦原博幸会長）

白

色

申

告

者

へ

の

記

帳

説

明

会

を

開

催

狩

猟

免

許

の

試

験

を

実

施

し

ま

す

事

業

者

向

け

の

消

費

税

対
策
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す

ｅ
開
催

平
成
25
年
度
た
け
の
こ
園

経

営

管

理

コ

ン

ク

ー

ル

ｒ
募
集

行
政
区
対
抗
ふ
る
さ
と
自
慢

看
板
コ
ン
テ
ス
ト
作
品
募
集
中

▲

優
勝
し
た
オ
フ
ィ
ス
・

　
ナ
イ
ン
テ
ィ
ー
ン

●期日　９月11日（水）
●会場　甲佐小学校体育館
●大会結果
　優勝　岩下

公
共
関
与
最
終
処
分
場
の

名

称

を

募

集

し

ま

す

■第 11 回町内バレーボール大会 ■第９回職場対抗ソフトバレーボール大会
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▼
日
時

　

11
月
25
日
（
月
）
午
後
1
時
30

分
～
午
後
3
時
30
分

▼
場
所

　

甲
佐
町
商
工
会

▼
申
込
期
限

　

11
月
11
日
（
月
）

▼
テ
ー
マ

　

今
か
ら
始
め
る
消
費
税
対
策
セ

ミ
ナ
ー

▼
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　

甲
佐
町
商
工
会

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
０
２
７
２

　

宮
内
地
区
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー

（
旧
宮
内
小
学
校
）
で
、
手
作
り
の

カ
フ
ェ
イ
ベ
ン
ト
『
銀
杏
カ
フ
ェ
』

を
開
催
し
ま
す
。

　

地
区
で
採
れ
た
薬
草
茶
や
本
格
ド

リ
ッ
プ
コ
ー
ヒ
ー
な
ど
を
、
銀
杏
を

見
な
が
ら
楽
し
む
カ
フ
ェ
で
す
。

▼
主
催

　

ぱ
わ
ふ
る
母
ち
ゃ
ん
・
宮
内
地

区
活
性
化
委
員
会

▼
日
時

　

11
月
３
日
（
日
）
午
後
１
時
～

▼
場
所

　

宮
内
地
区
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

宮
内
地
区
活
性
化
委
員
会
事
務

局
（
宮
内
地
区
社
会
教
育
セ
ン

タ
ー
内
）

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
０
７
６
２

　

甲
佐
町
の
田
園
と
里
山
に
囲
ま
れ

た
空
気
の
き
れ
い
な
農
道
を
、
家
族

や
友
だ
ち
と
ゆ
っ
く
り
歩
い
て
み
ま

せ
ん
か
。

　

自
然
観
察
や
、
地
域
の
歴
史
に
興

味
の
あ
る
人
に
も
お
勧
め
で
す
よ
。

▼
日
時

　

11
月
16
日
（
土
）
午
前
９
時
30

　

分
集
合

※
雨
天
の
場
合
は
芋
煮
会
を
開
催

▼
集
合
場
所

　

龍
野
ふ
れ
あ
い
広
場

▼
内
容

・�

第
１
部
（
午
前
９
時
30
分
～
午

後
０
時
15
分
）

　

た
つ
の
ウ
ォ
ー
ク
（
龍
野
ふ
れ

あ
い
広
場
～
立
岩
神
社
～
龍
の

昇
っ
た
岩
～
癒
し
館
ほ
た
る
）

※�

コ
ー
ス
は
天
候
な
ど
に
よ
り
若

干
変
更
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。

※�

地
域
物
産
・
作
品
販
売
も
あ
り

ま
す
。

・�

第
２
部
（
午
後
１
時
15
分
～
午

後
２
時
）

　

カ
ラ
イ
モ
掘
り
な
ど

▼
定
員

　

50
人

▼
参
加
費

　

小
学
生
以
上
５
０
０
円

※�

保
険
料
・
軽
食
（
だ
ご
汁
、
お
に

ぎ
り
）
代
を
含
み
ま
す
。

▼
申
込
期
限

　

11
月
10
日
（
日
）

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

風
と
土
の
会

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
５
‐
３
７
５
５

　

御
船
警
察
署
管
内
で
、
空
き
巣
な

ど
の
侵
入
窃
盗
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

盗
難
被
害
の
多
く
は
、
無
施
錠
が

原
因
で
す
。
大
切
な
物
を
守
る
た
め

に
ま
ず
必
要
な
の
は
、
鍵
掛
け
の
習

慣
で
す
。
次
の
よ
う
な
場
合
も
必
ず

鍵
を
掛
け
ま
し
ょ
う
。

▼
鍵
掛
け
の
ポ
イ
ン
ト

・�

朝
の
ご
み
出
し
な
ど
、
短
時
間

の
外
出

・�

在
宅
中
の
玄
関

・�

一
戸
建
て
住
宅
の
２
階
や
、
ア

パ
ー
ト
の
上
階
の
窓

・�

換
気
の
た
め
に
開
け
た
風
呂
場

や
ト
イ
レ
の
小
さ
な
窓

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

御
船
地
区
防
犯
協
会
連
合
会　

　

（
御
船
警
察
署
内
）

　

TEL
０
９
６
‐
２
８
２
‐
１
１
１
０

町生涯学習センター・ギャラリーモール展のお知らせ　～11月～
 Event

●お問い合わせ先

　町教育委員会社会教育課

　 TEL096‐234‐2447
　klg110@town.kosa.lg.jp

ｃ
く
ら
し
安
全

空
き
巣
な
ど
に
要
注
意
！

徹

底

的

に

鍵

掛

け

習

慣

甲佐町総合型地域スポーツクラブ

「I・YOUスポーツクラブ」

11月のアユスポ・カレンダー

●スポンジテニス＆バドミントン

甲佐小学校体育館・毎週月曜日

11月11日（月）午後７時30分
11月18日（月）午後７時30分

11月25日（月）午後７時30分

●少年柔道

甲佐中学校武道館「甲心館」・毎週火・木曜日

11月５日（火）午後７時
11月７日（木）午後７時
11月12日（火）午後７時
11月14日（木）午後７時
11月19日（火）午後７時
11月21日（木）午後７時
11月26日（火）午後７時
11月28日（木）午後７時

●ジュニアバレー

町トレーニングセンター・毎週火・木曜日

11月５日（火）午後６時30分
11月７日（木）午後６時30分
11月12日（火）午後６時30分
11月14日（木）午後６時30分
11月19日（火）午後６時30分
11月21日（木）午後６時30分
11月26日（火）午後６時30分

11月28日（木）午後６時30分

●卓球

町生涯学習センター・毎週火・水曜日

11月５日（火）午後７時30分
11月６日（水）午後７時30分
11月12日（火）午後７時30分
11月13日（水）午後７時30分
11月19日（火）午後７時30分
11月20日（水）午後７時30分
11月26日（火）午後７時30分

11月27日（水）午後７時30分

●サッカー教室

緑川グラウンド・甲佐小学校グラウンド・毎週木・土曜日

11月２日（土）午前９時
11月７日（木）午後７時
11月９日（土）午前９時
11月14日（木）午後７時
11月16日（土）午前９時
11月21日（木）午後７時
11月23日（土）午前９時
11月28日（木）午後７時

11月30日（土）午前９時

●バスケットボール教室

甲佐小学校体育館・毎週火曜日

11月５日（火）午後７時30分
11月12日（火）午後７時30分
11月19日（火）午後７時30分
11月26日（火）午後７時30分

■お問い合わせ先

　I・YOU（アユ）スポーツクラブ事務局

　（町教育委員会社会教育課内）

　 TEL096-234-2447（内線325）

　klg110@town.kosa.lg.jp

●文化祭作品展

▼期間　11月９日（土）～28日（木）

▼主催　甲佐町文化協会

小学校にはバレー部がないので、

アユスポで一緒にバレーをしましょう

大星 麻緒さん
（小鹿区）

戸

高髙

怜乃愛さん

（有安区）

ジュニアバレー

宮

内

地

区

で
『

銀

杏

カ
フ
ェ
』
を
開
催
し
ま
す

ふ
れ
あ
い
・
甲
佐
フ
ッ
ト
パ
ス

た

つ

の

ウ

ォ

ー

ク
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［
短
歌
］�

渡
辺
幸
士 

選

　
帰
省
せ
し
息
子
は
老
い
し
親
の
身
を
気
遣
い
つ
つ
も

帰
り
て
行
け
り�

塚
原　

暁
益

涼
や
か
な
虫
の
音
数あ
ま

多た

聞
き
に
つ
つ
独
り
し
み
じ

み
照
る
月
め
で
し�

松
本
ぬ
い
子

澄
み
渡
る
秋
の
夜
の
月
麗
し
く
自お
の

ず
と
吾
の
こ
こ
ろ

和
め
り�

森
田　

房
恵

黄お
う

金ご
ん

の
色
濃
く
見
え
る
今こ

の

年と
し

の
仲
秋
の
月
し
ば
し

眺
む
る�

上
村
や
す
美

早
朝
に
親
し
き
友
の
訃
報
聞
き
返
す
言
葉
も
無
く
受

話
器
置
く�

内
田
乃
武
子

鮎
簗
の
甘
露
煮
一い
ち

尾び

家い
え

苞づ
と

に
亡
夫
と
語
ら
い
夕
餉

の
膳
に�

上
村　

か
ず

草
刈
機
の
音
に
驚
き
蟋こ
お

蟀ろ
ぎ

は
吾
が
身
危
険
と
慌
て
逃

げ
行
く�

吉
永
由
紀
子

手
を
挙
げ
て
歩
道
を
渡
り
終
え
し
児
の
更
な
る
お
辞

儀
に
心
は
和
む�

緒
方　

明
美

未
だ
青
き
は
っ
さ
く
の
実
は
葉は

影か
げ

よ
り
窺
い
て
お
り

夏
の
終
わ
り
を�

内
山
タ
ミ
エ

久
し
振
り
娘
孫
と
の
買
い
物
で
「
荷
物
持
つ
よ
」
と

優
し
き
言
葉�

赤
星　

文
子

カ
ー
テ
ン
の
隙
間
に
見
え
る
満
月
の
一ひ
と

際き
わ

太
く
冴

え
て
輝
く�

赤
星　

延
子

写
真
と
は
嬉
し
き
と
き
に
撮と

る
も
の
か
吾
が
ア
ル
バ

ム
に
泣
き
顔
は
無
し�

渡
辺　

幸
士

 

［
川
柳
］�

渡
辺
幸
士 

選

　
　
　

「
返
す
」

戴
き
物
返
し
遅
れ
の
間
の
悪
る
さ�

伊
豆
野
ヤ
エ

く
り
返
し
く
り
返
し
聞
く
曾
孫
の
名�

北　
　

仁
子

あ
の
人
の
熱
弁
返
す
言
葉
な
し�

松
本
ぬ
い
子

借
金
を
返
し
さ
っ
ぱ
り
年
の
暮
れ�

緒
方　

瑞
枝

免
許
証
返
し
世
間
が
狭
く
な
る�

林　
　

雅
之

　
　
　

「
さ
っ
ぱ
り
」

大
学
は
出
て
も
さ
っ
ぱ
り
英
会
話�

清
川
み
ど
り

味
付
け
は
こ
っ
て
り
よ
り
も
さ
っ
ぱ
り
と�

古
閑
チ
ヨ
ミ

孫
の
名
を
さ
っ
ぱ
り
忘
れ
あ
な
た
だ
れ�

布
田　

愛
子

話
下
手
さ
っ
ぱ
り
意
味
が
解
り
兼
ね�

早　
　

彦
喜

出
世
払
い
き
れ
い
さ
っ
ぱ
り
忘
れ
ら
れ�

渡
辺　

幸
士

う
た
ご
よ
み　

～ 

霜
月 

～

麻生原のキンモクセイ（麻生原）

　
■
お
問
い
合
わ
せ
先
　
町
教
育
委
員
会
公
民
館
事
務
局

　
　
TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
２
４
４
７
（
内
線
３
２
１
）

kosa532-22-23_1.00.indd   22 2013/10/29   14:44:07



Public Relations KOSA
November 201323

　

今
月
号
の
こ
う
さ
ス
タ
イ
ル
で
は
、

西
坂
純
一
さ
ん
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

剣
道
で
は
、
自
分
に
勝
つ
こ
と
が

大
切
だ
と
話
す
西
坂
さ
ん
。
小
学
４

年
生
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
続
け
て

こ
ら
れ
た
の
も
、
自
分
自
身
に
言
い

訳
を
す
る
こ
と
な
く
こ
つ
こ
つ
と
稽

古
を
継
続
し
て
き
た
こ
と
が
大
き
い

と
い
い
ま
す
。「
寒
く
て
も
、
暑
く

て
も
、
ま
ず
は
竹
刀
を
握
っ
て
み
る

こ
と
。
握
れ
ば
振
り
た
く
な
り
ま
す

か
ら
。
そ
う
し
て
10
分
で
も
多
く
、

毎
日
続
け
る
こ
と
」
と
、
継
続
す
る

こ
と
の
大
切
さ
を
教
え
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

「
石
の
上
に
も
３
年
」
と
い
う
言

葉
が
あ
り
ま
す
が
、
毎
日
少
し
ず
つ

で
も
積
み
重
ね
る
こ
と
が
、
成
功
の

近
道
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

西
坂
さ
ん
の
お
話
を
伺
い
な
が
ら
、

１
年
ほ
ど
し
て
い
な
か
っ
た
運
動
で

も
始
め
て
み
よ
う
か
と
思
い
直
し
ま

し
た
。　
　

�

（
か
）

編

集

後

記

	住　所	 氏　名	 性別	 保護者

仁田子　大久保志
ゆき

哉
や

　男　歓　也

有　安　加藤　碧
そ

空
ら

　男　桂　一

田　口　今林　　健
たける

　男　友　里

府　領　舛永　楓
ふう

奈
な

　女　将　吾

豊　内　本田　聖
せい

奈
な

　女　俊　夫

下横田　堀内　　旬
しゅん

　男　　怜

芝　原　嶽本　梨
り

愛
あ

　女　啓　介

お誕生おめでとう
birth

項目 数 増減

男 5,419 △11

女 6,030 △13

計 11,449 △24

世帯数 4,266 △７

平成25年９月30日現在

甲佐町の人口・世帯数
data

お悔やみ申し上げます
condolence

	住　所	 氏　名	 年齢	 世帯主

上早川　木村　洋一　8６　陽　子

安　平　山本フミ子　９２　フミ子

岩　下　上田　利弘　８1　利　弘

豊　内　赤星　　毅　71　延　子

上早川　坂口　政子　８４　光　高

芝　原　宮本　千鳥　９３　清永修吉

中横田　井芹ハル子　９６　みよ子

豊　内　杉村　洋一　46　義　洋

西寒野　宮本　澄江　８２　建　幸

ひとの動き（敬称略）

９月11日（水）〜10月10日（木）

レシピ提供：料理研究家　沼田峰子さん（北原区）

作り方

① 厚揚げに熱湯を回しかけ、

余分な油をしっかり取ります。

② ①の水気を取り、食べやす

い大きさに切りましょう。

③ チンゲンサイの根元を十文

字に切り、４〜５㌢くらいの
長さに切ります。

④ 鍋にだし汁と調味料を入れ

て煮立て、ちりめんじゃこ、

厚揚げ、チンゲンサイの茎の

順番に入れます。

⑤ ④を２〜３分くらい煮たら、
チンゲンサイの葉を加え、さ

らに２分くらい煮て火を止め

ます。

⑥ ふたをしたまま、鍋ごと冷

まします。

※チンゲンサイは、鮮やかな緑

色で、葉がピンとしているも

の、茎が短めで肉厚のものを

選びましょう。

　　晩秋にぐっとおいしくなる

チンゲンサイは、中華料理によ

く使われる緑黄色野菜で、ビタ

ミンＣ、ベータカロチンなどを

多く含んでいます。

　ベータカロチンは、風邪を予

防し、抗がん作用もあります。

また、肌のかさつきや疲れ目の

防止にも役立ちます。

材料－４人分－

チンゲンサイ………………３株

厚揚げ………………………１枚

ちりめんじゃこ………大さじ２

だし汁…………………２カップ

しょうゆ………………大さじ２

みりん…………………大さじ２

酒………………………小さじ２

チンゲンサイの煮びたし

ご存知ですか？
ご結婚おめでとう

marriage

	 住　所	 氏　名	

　　夫　熊本市　江藤　崇文

　　妻　南三箇　松本　　文

　　夫　芝　原　井上　朋久

　　妻　芝　原　岡田タツコ

［

［

こうさの野菜で作ってみよう！こうさの野菜で作ってみよう！
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　「
全
国
の
強
豪
選
手
の
戦
い
を

見
て
、
ま
だ
ま
だ
が
ん
ば
ら
な
け

れ
ば
と
思
っ
た
」
と
決
意
を
新
た

に
し
た
の
は
、
９
月
に
長
崎
県
で

開
催
さ
れ
た
「
第
63
回
西
日
本
各

県
対
抗
剣
道
大
会
」
に
出
場
し
た

西
坂
純
一
さ
ん
。

　
西
坂
さ
ん
が
剣
道
を
始
め
た
の

は
、
小
学
４
年
生
の
と
き
。
体
が

弱
く
、「
強
く
な
り
た
い
」
と
い

う
一
心
で
地
元
道
場
「
乙
女
武
友

会
」
の
門
を
た
た
く
。

　
以
来
、
約
30
年
に
わ
た
り
剣
の

道
に
ま
い
進
。
国
体
の
県
予
選
で

３
位
に
入
賞
し
、
県
チ
ー
ム
の
一

員
と
し
て
推
薦
さ
れ
て
同
大
会
に

臨
ん
だ
。
結
果
、
６
年
ぶ
り
10
度

目
の
頂
点
に
輝
い
た
。「
大
会
に

出
ら
れ
る
だ
け
で
も
う
れ
し
か
っ

た
の
に
、
ま
さ
か
優
勝
す
る
と

は
」
と
そ
の
喜
び
を
語
る
。

　「
剣
道
は
克
己
（
こ
っ
き
）、
つ

ま
り
自
分
に
克
（
か
）
た
な
け
れ

ば
相
手
に
克
て
な
い
。
勇
気
を
出

し
て
、
自
分
自
身
の
気
持
ち
を
全

て
ぶ
つ
け
て
立
ち
向
か
っ
て
い
く

こ
と
で
勝
機
が
出
て
く
る
」
と
西

坂
さ
ん
。「
自
分
に
克
つ
こ
と
は
、

社
会
人
と
し
て
も
大
切
。
剣
道
で

学
ん
だ
こ
と
は
、
社
会
生
活
で
も

生
か
さ
れ
て
い
る
」
と
話
す
。

　
20
歳
ご
ろ
か
ら
、
後
進
の
指
導

に
携
わ
り
た
い
と
考
え
て
い
た
が
、

恩
師
か
ら
『
人
を
指
導
す
る
前
に
、

自
分
自
身
の
実
力
・
知
識
・
経
験

を
身
に
付
け
な
さ
い
』
と
叱
咤
激

励
を
受
け
て
、
極
限
ま
で
自
分
を

試
し
た
い
と
決
意
。
腕
を
磨
き
続

け
た
結
果
、
念
願
だ
っ
た
七
段
審

査
に
合
格
。
昨
年
度
か
ら
は
、
甲

佐
中
学
校
で
コ
ー
チ
も
務
め
て
い

る
。
目
標
だ
っ
た
七
段
に
昇
進
し

た
こ
と
と
、
後
進
の
指
導
に
携
わ

る
と
い
う
こ
こ
１
〜
２
年
の
大
き

な
環
境
の
変
化
に
、「
運
命
的
な

も
の
を
感
じ
た
。
こ
れ
か
ら
は
、

剣
道
を
通
じ
て
社
会
貢
献
し
て
い

き
た
い
」
と
、
気
持
ち
を
引
き
締

め
る
。

　
子
ど
も
た
ち
の
将
来
を
見
据
え
、

礼
儀
作
法
な
ど
を
軸
に
指
導
す
る

西
坂
さ
ん
。「
社
会
に
出
た
と
き
、

剣
道
で
培
っ
た
姿
勢
や
、
逃
げ
な

い
・
諦
め
な
い
気
持
ち
が
大
切
に

な
る
」
と
語
る
言
葉
に
は
、
地
域

の
宝
で
あ
る
子
ど
も
た
ち
へ
の
愛

情
で
あ
ふ
れ
て
い
る
。
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こうさ広 報

剣
道
を
通
じ
て
は
ぐ
く
み
た
い

逃
げ
な
い
・
諦
め
な
い
気
持
ち

にしざか・じゅんいち / 第63

回西日本各県対抗剣道大会に、

県チームとして出場し優勝。

昨年から甲佐中剣道部でコー

チを務める。（前列中央）

西坂 純一さん
Nishizaka Junichi

〔田原区〕
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